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序

福岡県教育委員会では日本道路公団の委託を受けて，昭和54年度より九州横断自動車

道の建設工事に伴う発掘調査を行って参りました。本年度ですでに 8年目を迎えており

ますが，この間，関係諸機関・各位のご協力を得て小郡市・大刀洗町・甘木市・朝倉町

の遺跡の発掘調査が進捗し，朝倉インターチェンジまでについては昭和60年度末までに

調査を終了したところであります。

本書は，この 7年の中で昭和56年から昭和58年の間に調査を実施した，第11地点・立

野遺跡についての 3冊目の報告書となります。この報告書が，文化財に関する社会教育

的活用において一端の役割を果たし，加えて学術的側面での発展に寄与するところがあ

れば望外の喜びであります。

調査および報告書作成の過程で，地元の方々を始めとする関係各位の皆様のご協力が

得られましたことに深甚の謝意を表します。

昭和61年 6月30日

福岡県教育委員会

教育長友野 隆



例 言

1. 本書は，九州横断自動車道路線内の遺跡について日本道路公団から委託されて，福

岡県教育委員会が発掘調査を実施した 8冊目の報告書である。
たての

2. 本書に収録した遺跡は，昭和56年度から58年度にかけて発掘調査を行った立野遺跡

C地区で，立野遺跡の 3冊目の報告である。

3 .. 遺構の実測図は調査担当者・調査補助員が主として作成した。遺物の実測・製図は

各執筆者の他に，平田春美・豊福弥生・原富子・鶴田佳子・関久江・塩足里美•本田

ひろみ•原田和枝・松嶋邦子・速水公己の諸氏の多大な助力を得た。

4. 遺構写真は調査担当者が，遺物写真は九州歴史資料館石丸洋氏の指導の下に藤美代

子氏がその大半を，一部について調査担当者が撮影した。

5. 遺物整理は九州歴史資料館・岩瀬正信氏の指導の下に，九州歴史資料館と福岡県文

化課甘木事務所とで行った。鉄器処理は九州歴史資料館技術主査・横田義章氏のもと

で行った。

6. 表に記した遺構の面積は全てプラニメーターによる測定値である。

7. 写真図版・挿図の各番号に冠した数字は住居番号であり，それ以外では建物が建，

土壊がD, ピットがP,遺構上面その他が他，接合土器がJの略号を冠している。

8. 本書の挿図で使用する方位は全て真北である。

9. 本書の執筆は木下修・児玉真一・佐々木隆彦・伊崎俊秋・日高正幸・武田光正が分

担し，各文末に名を記した。

10. 本書の編集は児玉・武田の助力を得て伊崎が担当した。
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I . 調査の経過

昭和54年度に開始した高速自動車道九州横断自動車道建設に伴う事前の発掘調査は本年度で
たての みやばる

8年目を迎えた。この間，昭和56年5月18日に着手した第11地点（立野・宮原遺跡）の調査は

延々 3年間に及び昭和59年4月30日を以てすべての調査を終了した。
みやばる たての

第11地点は中央に溜池があり，小字名をとって，溜池の東側を宮原遺跡，西側を立野遺跡と

した。両遺跡とも路線内を走る農道で分割された部分にアルファベットを用いて小地区に区分

し，宮原A~D地区，立野A~F地区とし，宮原遺跡A地区だけ調査の便宜上2分割し， AI

地区， All地区とした（付図 1)。この台地上には以前より，縄文時代以降の遺構・遺物がかな

り知られていたが，旧陸軍大刀洗飛行場建設に伴ってかなり削平・破壊を受けたものと予測さ

れた。が，最初に調査にはいった宮原AI地区では約1,700吋程の面積であったが住居跡を中心

に無数のピットが陸続と検出され， 3年間にわたって検出した主な遺構の累計は，竪穴住居跡

約450軒，掘立柱建物約200棟，多数の土壊，方形周溝墓16基，円墳9基，土壊墓約80基におよ

び，ピットの数は移しい量にのぼり，筒形銅器・鏡鑑・帯金具・円面硯・墨書土器・刻印土器・

土馬・瓦等を含め，出土遺物も莫大な量となり， 6~8世紀代の村落問題や，方形周溝墓等が

筑後川北岸のこの地域に営まれた社会状況を考える上で貴重な資料を追加した。

昭和56年度の第11地点の調査は先述のように，まず宮原AI地区から開始した。公団側からは

工事用道路を確保するため，側道予定地の調査を先行して欲しいとの要望が寄せられ，宮原

AI地区の調査と併行して 6月3日より立野遺跡の試掘調査に着手した。立野遺跡は先述のよう

に東から西へA~F地区に分割した。試掘調査の結果， F地区には遺構は検出できず，調査対象

地点から落としたが， A•D地区で埋葬遺構を， B~D地区で村落関連遺構を検出し，特に C地

区での遺構の密集度は移しいものであった。工事用道路は立野遺跡の西半部では本線の南側を

通り， C地区の東半部を斜断してA•B地区では北側に切り換えられ，宮原遺跡では本線の

北側を走るということであった。また，工事用道路の造成も西から行ってくる工程になってお

り，宮原Al 地区の調査終了を侯って 9 月 1 日より第11地点の西端部にあたる立野遺跡D•

E地区の調査を開始した。 E地区は狭い範囲に竪穴住居跡 2軒と掘立柱建物等を検出し， D地

区の調査と併行して実施した。 D地区の側道部分は住居跡5軒が存在し，同本線部分の封上を

欠失した円墳 6 基，土壊墓13基，土壊 7 基，掘立柱建物 2 棟も同時に調査を実施した。 D•E

地区の調査と併行して B•C地区の表土剥ぎを行い，公団立会のもとにポールを立てて工事

用道路部分を確認し， B地区全体と C地区のセンター杭以南を調査対象地としてD地区から引

き続き調査を続行した。 D•E地区は遺構の密度は薄<'調査は比較的円滑に進んだが， B • 

C地区，とりわけC地区は遺構の密度が濃く，単独で存在する遺構は稀で，住居の切り合い関
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からで，これは戦争終了時頃に掘られて軍関係のものを埋めたものと思われるが，機関銃以

外の武器等は出土しなかった。福岡県警や甘木署から係官が現地に再三訪れ，鑑識等をした

後，甘木署で保管されている。外面は銹が著しかったものの，まだ実用に耐えるものとの事で

あった。

この様なハプニングもあったが，調査の途中に於いて空中写真の撮影も行い， 10月2日にC

地区の調査は終了し，立野遺跡の調査は完了した。

立野遺跡の調査終了後，再度，宮原遺跡へ移動し， A•D地区南半部の調査に入った。重機

とダンプに追いたてられながら，第11地点の永い永い調査を完了したのは，菜の花の咲き乱れ

る昭和59年春 4月であった。

この間，立野遺跡B•D•E地区の村落遺構を第 2 集として， A•D地区の埋葬遺構を第 5

集として報告した。今回の C地区の報告で立野遺跡の報告は終了し，宮原遺跡は現在整理の途

上にあり，東端の B•C地区について，本年度末に報告する予定である。

なお，立野遺跡C地区の調査関係者等は以下のようである。

第 I次調査

調査期間 自昭和56年10月6日

至昭和57年 2月6日

調査関係者

日本道路公団福岡建設局

局 長 持永竜一郎

総務部長 田代勝重

管理課長 布川 覚

管理課長代理 村上博之 谷口浩二

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所 長 江口正一

副所長 矢野浩司

庶務課長 森本太助

用地課長 溝口萩男

工務課長 深町貞光

小郡工事区工事長 田口 裕

甘木工事区工事長 瀬戸山邦雄

朝倉工事区工事長 吉永英一

- 3 -



福岡県教育委員会

総括 教 育長 友野 隆

教育次長 守屋 尚

管理部長 林＊ 英俊

管理部文化課長 藤井 功

ll 課長補佐蓮尾謙吉

庶務 文化課庶務係長 内山孝之

JI 事務主査 平尾敏映 三島洋輝

調査 文化課調査第 2係長栗原和彦

II 主任技師石山 勲 児玉真一

” 新原正典 佐々木隆彦

調査補助員高田一弘 武田光正

｝｝ 日高正幸

第II次調査

調査期間 自昭和58年 6月5日

至昭和58年10月2日

調査関係者

日本道路公団福岡建設局

局 長 今村浩三

総務部長 落合一彦

管理課長 梅田道人

管理課長代理 野口利夫

日本道路公団福岡建設局甘木工事事務所

所 長 乗松紀三

副所長 西田 功

II （技術） 中村義浩

庶務課長 松下幸男

用地課長 岩下 剛

工務課長 山口宗雄

小郡工事区工事長 友田義則

甘木工事区工事長 狩野宗雄

朝倉工事区工事長 平沢 正

- 4 -



＂ロ

JJ 

n
 

図



ー
／
く
、
一
|
_ G 、

玄界灘
(i::. 

大分県

佐賀県

九州横断自動車道

熊本県

゜
201Cm 

第3図 九州横断自動車道路線図

6
 



II. 位置と環境
あまぎ しもうら たての

所在地：福岡県甘木市大字下浦字立野

立野遺跡の地形的概要と周辺の関連する遺跡については『九州横断自動車道関係埋蔵文化財

調査報告』の第 2集及び第5集において既に述べられている。また，周辺を含めた立地につい
（註 1) (註 2)

ては『上川原遺跡』にて触れられているので参照されたい。ここでは横断道に関連した遺跡を
（註 3)

中心として周辺を簡単に概観しておく。

九州横断自動車道の建設に先立つ文化財の発掘調査においては，この数年間で多くの遺跡が

そのヴェールをぬいできた。小郡市から朝倉町に至る路線内で最も顕著な特徴は奈良時代を前

後する遺構・遺物が目立つことである。これまでの30数ヶ所に及ぶ路線内外の遺跡の内で，半
まえぶせ おお

数以上は奈良時代に関わっていると言ってよい。集落としては，小郡市域で前伏(2地点），大
いたい やくしどう やくしどうひがし みやめぐり板井 (3• 4地点），薬師堂 (5地点），薬師堂東 (6地点）があり，大刀洗町では宮巡 (8

地点），暮涵 (9地点），甘木市で誓麿 (11地点），篇麿 (16地点），騒う竺 (19-A地点），朝倉
だいかんば いしなりくぼ なかみち さいほうじ町で大還端 (19-B地点），石成久保 (19-C•D地点），中道 (20地点），西法寺 (21-A地点），

哭羞久森 (21-C地点），？の韻 (21-D地点），き菰ね藤み畜.(22-C地点），〗自 (24地点），襄属
なかみようけん

(27地点），中妙見 (28地点）等々がある。墓地としては，この立野遺跡と大還端遺跡の土壊
（註4)

墓群と甘木市籠窟古墳群がある。多くは他の時期と複合しているが，前伏・塔ノ上・大還端の
（註5)

ように奈良時代のみの遺跡もある。各遺跡の詳細はその本報告を待つとしても，奈良時代を前

後する時期の，この地方の集落構造の解明に向けて資料が蓄積されつつあると言えよう。

この立野遺跡の主要な時期は 6世紀後半~7世紀前半代であり，この時期に属する遺跡は上

記の中にもあまり見当らない。ただ，東隣にある宮原遺跡が，この時期から 8世紀代に及ぶ大

集落であり，この立野集落との関連も注意されるところである。

立野遺跡においては多くの祭祀関連の遺物が出土したが，時期のちがいを別として同様の遺

物を出土した遺跡も多くはないが幾つか見られる。佐賀県基山町伊勢山遺跡，小郡市西中隈遺
（註 6)

跡では手捏土器が多い。甘木市上々浦遺跡の土製模造鏡などはつくりの良好なものである。も（註 7) (註 8)

う少し目を転ずれば，夜須町松延池畔祭祀遺跡などは当時の祭祀関連遺物の様相を知るに貴重
（註 9)

な資料であろう。

また，立野遺跡では弥生終末期の住居・建物もあるが，この時期については甘木•朝倉地方

に於いて現段階で内容の知られる遺跡はあまり多くない。甘木市小田道，上々浦，西原，小隈
（註10) (註11) (註12)

出口 神蔵など，佐田川と小石原川に挟まれた段丘上に集中して知られているのは意味のある
（註h> c註14)

ことかもしれない。蛇足ながら，甘木市上川原遺跡では甕棺内から扁平磨製石鏃が出土してお
（註15)

り，立野遺跡36号住居跡出土石鏃を考える際に参考となる。
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なお，この立野遺跡の立地する台地上には， 1918(大正 7)年に日本陸軍の飛行場がつくら

れた。現在のキリンビール甘木工場敷地とその西南部一帯である。その時分の｀‘遺璽；,7)も検出
（註16)

された。

註

1. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ーー(2)一一』 1983 

2. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告一(5)一一』 1984 

3. 甘木市教育委員会『上）II原遺跡』（甘木市文化財調査報告 第13集） 1982 

4. 羅列した遺跡は全て未報告であり，その内容については各遺跡の担当者に御教示をいただいた。

5. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告—(4)—』 1984 

福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ー~(6)一』 1986 

6. 佐賀県教育委員会『基山町伊勢山・鳥栖市永吉遺跡』 1970 

7. 福岡県教育委員会『九州縦貫自動車道関係埋蔵文化財調査報告—v—』 1974 

8. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告一(1)一一』 1982 

9. 赤崎敏男• 島津義昭「福岡県朝倉郡松延池畔発見の土製模造品」 九州考古学49・50 19'/4 

10. 甘木市教育委員会『小田道遺跡』．（甘木市文化財調査報告 第 8集） 1981 

11. 註 8に同じ

12. 福岡県教育委員会『九州横断自動車道関係埋蔵文化財調査報告ーー(3)—』 1984 

13. 調査担当者の小田和利氏の御教示による。

14. 甘木市教育委員会『神蔵古墳』（甘木市文化財調査報告 第 3集） 1978 

15. 註 3に同じ

16. 桑原達三郎『大刀洗飛行場物語』 菩書房 1981 

17. 機関銃の出土した土壊を｀暫濠"とするにはやや抵抗もあるが，あるいは戦時中に掘られて使わ

れていた可能性もあるのでこの様に呼んでおく。 （伊崎）

＜補註〉

小郡市前伏遺跡は，遺物整理の進展につれて， 7世紀前半代から営まれていることがわかった。
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第 4図 周辺遺跡分布地図 (1/50,000) 11(西） 立野遺跡 20 中道遺跡 27 東小田七板遺跡 37 大崎小園遺跡 46 持丸古墳群 55 小隈出口遺跡

1 小郡正尻遺跡 11(東） 宮原遺跡 21-A 西法寺遺跡 28 隈遺跡群 38 井上廃寺 47 鬼の枕古墳 56 小田小塚古墳

2 小郡前伏遺跡 14 上々浦遺跡 21-C 大庭久保遺跡 29 津古古墳群 39 干潟遺跡 48 古寺墳墓群 57 小田茶臼塚古墳

3 大板井遺跡 15(西） 下原遺跡 21-D 上の原遺跡 30 三国の鼻古墳 40 焼ノ峠古墳 池ノ上墳墓群 58 石成古墳

4 大板井遺跡 15(東） 西原遺跡 22(西） 狐塚南遺跡 31 横隈山古墳 41 日の子神社古墳群 49 柿原古墳群 59 狐塚古墳

5 薬師堂遺跡 16 高原遺跡 22(東） 治部ノ上遺跡 32 横隈狐塚遺跡 42 花立南麓窯跡群 50 柿原野田遺跡 60 堂ケ尾廃寺

6 薬師堂東遺跡 17 口ノ坪遺跡 23 座禅寺遺跡 33 伊勢山遺跡 43 大師堂 1号墳 51 大願寺遭跡 * 1~25までは横断道の地点名と同じ

8 宮巡遺跡 19-A 塔ノ上遺跡 24 才田遺跡 34 西中隈遺跡 西下野 1号墳 52 小田集落遺跡， 春園遺跡 19-B 大還端遺跡 25 東才田遺跡 35 小郡官街遺跡 44 宮原古墳 53 小田道遺跡

10 10地点 19-C・D 石成久保遺跡 26 東小田峯遺跡 36 向築地遺跡 45 馬田りんりん石古墳 54 神蔵古墳



III. 調査の内容

A. 概要

立野遺跡C地区では1981年と1983年の 2回の調査で次の如き遺構を検出するに至った。

＠古墳時代後期 (6世紀後半~7世紀前半）

・竪穴住居跡 112軒 (21~132号）

・掘立柱建物 40棟 (21~60号）

•土壊 5基 (Dl~D5)

・土壊墓 2基 (1は7世紀後半）

・溝 1条

・ピット 多数

⑥弥生時代後期

・竪穴住居跡 4軒 (133~136号）

・掘立柱建物 19棟 (61~79号）

• 土塙 2 基 (D6•D7)

・ピット

＠縄文時代晩期

• 土壊 1基 (D8) 

⑥時期不詳

・土壊 8基 (D9~D16) 

• 井戸 2 基 (SE1•2)

⑥近～現代

・暫濠 1基

・溝 数条

これらの遺構からは各々の時期に属する多量の土器をはじめとする遺物が出土した。主体は

古墳時代後期の竪穴住居・掘立柱建物である。他に遺構は不明ながらも縄文土器 1点，スクレ

イパー 1,黒曜石，サヌカイト剥片が出土しており，その時期の遺構をもとめてグリッドを設
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B. 古墳時代後期の遺構と遺物

く遺構・遺物の説明のまえに一凡例ー〉

各遺構・遺物については時期的に近接した間の所産とみられるので，あらゆる点で共通した

事項がかなり多い。厳密に言えば，各々が全て手づくりゆえに個性を有しているはずであるが，

我々が特性を抽出しきれないでいるのが大半といえる。ここで，説明の重複を避けるためと，

理解の為の一助として集約できる点は予め一括して記す事にする。

I 竪穴住居跡

個別の住居の各部分（第 7図の模式圏に拠る）の計測値については，第64表①～④を参照さ

れたい。この表については完全なものではないが，翻って不必要かと思われる数値をも取込ん

でいるところがある。将来的に斬新な視点でその数値が見直されることを期して，現時点での

繁雑さを諒とされたい。

なお，第 7図の模式図のように名称及び番号を付して説明する。 P孔こついては全ての住居

に見られる訳ではないが，出入口に関連するものかも知れない。 p11-18についても，住居に

伴う確証がある訳ではないが，関連する可能性もあるものとして呈示する。さらに，それらピッ

ト群の外に周堤を想定することも出来るが，今はそれについては触れず，将来に期したい。こ

の図についてはあくまでも模式図として捉えていただきたい。

プラン

床

主柱穴

カマド

カマド対面粘土

方形を呈する。厳密に正方形ではなく，隅円の方形となるものが最も多

<'I歪んだ方形，長方形気味のもの等がある。

貼床で，主柱穴4本に囲まれた部分（主柱間エリア）はよく踏み固めら

れている。それ以外の部分は床面として認知はできるが，あまり固くはな

い。ほぼ平坦としてよく，レベル差は最大 5cm程である。

•4 本。第 7 図のように番号を付す。この 4 主柱間を主柱間エリアと称し

ておく。

本来，全ての住居に見られる。造りつけで，二例 (113• 115号）を除い

て全て北辺から北西辺の壁に付設される。突出型のものは 3基 (B.D. 
（註 1)

E地区を入れても 5基）しかなく，他は壁の内側に構築される。総じて残

存状況はよくない。なお，その残存状況に関わることであるが住居の廃棄

に際して意識的にカマドを破壊する（潰す）行為が多くなされているようで

ある。

全てではないが大半の住居に見られた。黄色～黄灰色を呈する粘土だが，
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第7図 竪穴住居跡模式図と各部の名称（赤線は下府）

各住居が全て同一の質のものではなかった。入口に関連するものと考えて

いる。

マド対面土壊 I 普遍的なものではないが，いくつかの住居に見られ．土器の遺存してい

るものもある。これの性格については後述する。

小溝 かなりの住居に見られる。広狭 2種があり，また溝中に小ピットを持つ

ものもある。壁体に関与する遺構と考えている。. . . . . 
層の掘り込み 1 全ての住居に見られ，その代表的形状は第 7図の如くである。これの機

能については種々の考えが提起されようが．今のところ結論を得るに至ら

ない。

掘立柱建物

行

行
1間から 3問まである。

1間から 3間までが普通で，例外的に 4間のものがある。 1間X1間．

1間X2問そして総柱のものは倉庫（クラ）と考えている。 2間X2間

の総柱でないものもクラとする。居住用と考えられる建物は，立野Cに於

いて 3棟しか捉えられない。なお，ビットの整然と並ばないもので建物と
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III 遺物

したのがいくつかあるが，それは可能性の提示でしかないことを諒とされ

たい。この点の責は全て編者に帰する。

出土した遺物はかなりの量にのぽり，その中から実測・図示したものも相当数ある。本来で

あれば個々の遺物について多くを語りたいところであるが，あまりに繁をきわめると思えるの

で特に最も量の多い土器については下記の如くに概述し，法斌のみを第67表①～⑰に掲げる。
（註 2)

須恵器・土師器の出土した全器種は第 8•9•10固の通りである。その各器種の名称は必ず

しも妥当でないものもあるが，今次の報告に際しての便宜的なものとして諒とされたい。坪形

土器・甕形土器等の「形土器」は省略する。

「胎土」「焼成」「色調」「成形」までは概括して述べ，その後「器形の特徴」・「調整」．等につ

いては，各器種ごとに記す。なお，特に土師器に於いて器形で分類しているのは，あくまでも

当遺跡に胎いての説明の便の為であって，普遍化出来るものでもないし，これを以て次なる目

的の手段とするものでもない。

須恵器・土師器以外の遺物（土製品・鉄製品・石製品）については，出土した各住居の項で

出土位置等を触れてはおくが，個々の説明はB-5~9に一括する。また，各遺物の出土部位

を言うとき，特に触れないものは埋土中出土である。

A 須恵器

＜胎土〉

く焼成〉

く色調〉

く成形〉

「坪J 器形

一般には砂粒を若干含む程度で，割に良質といえる。稀に水ごしした様

な極めて精良なものや，反対に大砂粒の目立つ粗質なものもある。その差

は器形の違いと相関はないので，大きな問題とはなるまい。

ごく一般的な焼上りを示すが，温度不足のものもまま見受ける。器形と

は無関係である。遺存状態の良し悪しと誤認する時もあるが，焼成の良否

は偶然性もあろう。

焼成と，一部には胎土とも関わる事であるが，還元炎焼成にて概ね灰色

～灰褐色，灰緑色を呈する。灰被りで灰黄色を呈するものも見られる。温

度不足は紫灰色，灰白色となるが，量的に多くない。

粘土紐巻上げで，回転台（ロクロ）を使用するも，一本ビキ法は用いら

れていない。所謂マキアゲ・ミズビキ法である。
（註 3)

〔蓋〕 口縁が直になるのは稀で，内傾しつつ緩やかに天井部へ移行す

る。天井部も大半が丸味を持っているが，極端に扁平なものも稀にある。

口唇部内側の段，外面天井部と口縁との境に段及び沈線が入るものは皆無
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調整

である。

〔身〕 丸みを持った底部から内弯しつつ受部へと移り，受部は外上方

ヘ張り出すのを常とする。立上りは大半が40~50゚ の角度で受部にとりつ

き，端部はやや外反気味となる。口唇部を意識的に打欠いている例が非常

に多い。

〔蓋〕 天井部外面は回転ヘラ削り，同内面はナデ，口縁の内外は回転

ナデを施す。天井部外面についてはナデ及び静止ヘラ削りのものが稀にある。

〔身〕 底体部外面は回転ヘラ削り，同内面はナデ，立上り及び受部の

内外は回転ナデを施す。底体部外面に於いてヘラ削りを行わず，ナデのみ

のものが稀にある。立上り端部が，丸味をもちながらも内側に稜が入るよ

うに面をとるものが多いのが特徴的である。

蓋・身ともに回転ヘラ削りは左回り（ロクロは右回り）が大半を占める。

ヘラ記号は有するもの全てが外面（天井部・底体部）に施す。

「蓋」 器形 1 高坪・壺・坦の蓋がある。器形・調整ともに坪蓋に準ずる。撮みを有する

ものは高坪の蓋とするが， 1点だけかえりを持つものがある。壺蓋は口径

が大きく扁平である。柑蓋は宮形に近く丸味をもつ。

調整 撮みのあるものは，そこが回転ナデである外は坪蓋と変わらない。

「高坪」 器形 有蓋と無蓋の 2種がある。有蓋は 1点しか見ない。坪身と同様ながら口

径が大きい。無蓋は脚の長いものと脚台状になるものとがある。

調整 1 有蓋は底部外面がカキ目を施している。無蓋は坪部が回転ナデとヘラ削

りでカキ目を施すものもある。脚部は回転ナデで，筒状部にしぼり痕を見る。

直 器形 1 丸底で球形の体部に，頸部が細くしまり，口縁が大きく開く形状を呈す。

口径のかなり大きくなるものと，やや小ぶりのものとある。

調整 1 底部はヘラ削り，体部下半はカキ目か回転ナデ，同上半に櫛歯列点文を

施し，肩部は回転ナデとなる。頸部は回転ナデを施し，櫛描波状文を持つ

ものもある。

「現 器形 1 高台の付くものと付かないものとがある。高台の付くもの (5号土壊南

側拡張部上層と114~117住居跡上面出土の 2点）は出土状態からしても，

この立野遺跡C地区に於いては住居群と関連するものとは思われず，掘立

柱建物の一部がこの期にあたるのか，或は調査区域外にこの期の遺構があ

るものと思われる。

調整 1 坪身のあり方と変わらない。高台の付くものは，高台部分が回転ナデを

施している。
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湘・壺」 器形 I短頸直口で球形の胴部を持った柑と，外反する口頸部に球形胴という甕

に近い器形の壺とである。直口で長頸になる壺もあるのかも知れないが，

破片の為断定は出来ない。脚台の付くものは壺であろう。坦・壺とも丸底

であるが，平底で壺形になるのもあるかもしれない。

調整 底部は外面が回転ヘラ削り，内面がナデ，胴部は外面が回転ヘラ削りと

カキ目，内面が回転ナデ，口頸部は内外とも回転ナデを施すのが通有であ

る。ただ壺に胎いては胴下半部をタタキの後ナデるものが多い。脚台部分

は内外とも回転ナデである。

「平瓶」 器形！ 数は少なく完形になるものがない。胴部の屈折は緩やかで，稜を持つに

は至らないと考えられる。

調整！ 底部は外面がヘラ削り，内面がナデ，胴部は外面がカキ目，内面がナデ

を施すと思われる。口頸部は回転ナデである。

「横瓶」 器形 はっきり判るのは 1点しかない。口径が平瓶のそれよりやや大きい。

調整 胴部は外面がタタキの上を粗い刷毛目，内面が同心円の当具痕である。

「甕」 器形 胴部破片は多いが，全形の判るものは少ない。口頸部が直立気味に開く

B 土師器

＜胎土〉

〈焼成〉

もの，ほぼ直立に近いもの，大きく外反して開くものの 3様を見る。執れ

も肩部がやや張った形状を呈すと思われる。口縁端部の形態はヴァリエー

ションにとむ。

調整！ 底部～胴部は外面が平行タタキ（擬格子になるものもある）で，内面は

同心円の当具痕を見る。外面に所々カキ目の入るものもある。口頸部は基

本的には内外とも回転ナデで，個体によっては沈線を入れたり，斜めタタ

キ痕が認められる。

なお，この甕の破片で同一個体と覚しき資料が複数の住居・ピット等か

ら出土しているので，それについては B-4にて同一個体資料として触れる。

大きく精製と粗製の二種に分けられる。前者はきめの細かい良質の粘土

を使用しており，坪・高坪・境・柑と鉢の一部が含まれる。これには焼成

温度とも相侯って遺存状態の不良なものが多い。後者は粗製といっても，

大きめの砂粒を含み，あまり良質と言えないという程度のものが多く，極

端に粗悪な質のものは少ない。粗製・精製の執れとも言い難いものすらあ

る。前者との比較の中での粗製としてよく，甕・甑と鉢の一部が該当する。

角閃石・雲母片を含むものがある。

ごく一般的な焼成と言えるが，精製の土器に温度不十分のものをよく見る。
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く色調〉

く成形＞

粗製のものは黄褐色・橙褐色などの褐色系を呈し，甕・甑に於いては 2

次的火熱を受けて赤味がかったものや，煤が付着したものを見る。精製土

器は黄桃色・黄橙色の明るい黄色系統の色調である。

坪・高坪・塊・鉢・堪等に於いては，粘土紐及び粘土帯の巻上げか積

上げと思われるが，その痕跡を器表面に見ることは出来なかった。一本ビ

キ法での成形は見ない。

甕・甑は粘土紐巻上げであり，断面を見ると粘土紐接合の様子が良く判

るものが多い。それは断面図に胎いて間違いなく，右上りの斜線となって

描かれる。粘土紐の幅は 1cm弱の狭いものから， 4cm強のものまである
（註 4)

らしいが， 2cm前後のものを多く見る。なお，「器の下半部は外型のなか
（註5)

に粘土をつめて成形し，その上へ粘土を巻上げて上部をつくる方法」が存
（註 6)

するか否かは判らない。

把手の接合は，把手に突起をつくつて本体に差込むようにするソケット

式，粘土塊か粘土棒かを介して接合するジョイント式，ただ単にお互いを

貼り合わせる方式の三様があるらしい。把手自体の外面に貫通しない孔を

穿ったものが多数見られる。
（註 7)

大型品に於いて，底部と口縁部は分厚いが，胴部はかなり薄いものも見

られるので，タタキしめの成形を行っているものと思われるけれども，そ

の痕跡は見出せなかった。

「坪」 器形 1 形状に大きく 4つの種類がある。

I. 鉢に近い形状をなす。直口のものと口縁部が外反するものを見る。高

坪 Iの脚をとった形状である。

II. 屈折部があり，直立するものと S字気味に立上るものとがある。

Ill. 婉に近いもの，鉢に近いものを見るが，深さに於いて浅いものをさす。

IV. 皿としても良い形状をなす。量は少ない。

調整 1 口縁内外(IIに胎いては屈折部まで）は回転ナデ，底体部内面はナデ，同

外面は横方向のヘラ削りを行う。

「高坪」 器形 1 坪部は脚との接合部から丸味を持って内弯気味にカーヴしつつ伸びてゆ

くが，その形状に 3種類ある。

I. 通有の器形であるが，屈折部から口縁にかけては外弯しつつ開くもの，

直に開くもの，端部に至って急に外反するもの等，ヴァラエティに富む。

II. 屈折部の所がS字状になるもの。数は少ない。 Iと区別しにくいもの

もある。
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III. 屈折部を有しないもの。これも数は少ない。脚部は筒状部に長短の差

をみるが，等しくラッパ状に開いて裾部へ至る。ヘラ削りの施し方によっ

て裾部内外に段を持つものと持たないものがある。

調整 I坪部は口縁下の屈折部までが回転ナデ，底部内面はナデ，同外面は削り

を施す。脚部は筒状部が外面は縦方向，内面は横方向のヘラ削り，裾部は

内外とも回転ナデにて調整する。全体に磨滅して，調整の詳細を掴みにく

いものが多い。

頃」 器形 I 坪・鉢と区別しにくいものもある。大きく 2種類がある。

I. やや浅めのもの (a) と深めのもの (b) とがあり，両方ともに口縁

が直口とやや外反するものとを見る。

II. 口縁下でS字状に屈曲するものである。

調整 I 坪と全く同じである。外面ヘラ削りが口縁のすぐ下にまで及ぶものが稀

にある。

「均・壺」 器形 1 口縁が外反するものと直口するもの，頸部でのすぼまりが強いもの弱い

坪
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もの等若干の変化はあるが，球形の胴部，丸い底という点は共通する。

調整 I 口頸部は回転ナデ，胴部・底部は内面がナデ，外面がヘラ削りを行う。

磨減が著しい為詳細の不明な点が多い。

「鉢」 器形 1 精製 (A) と粗製 (B) とがある。この 2種は基本的には異なった用途

に供するものとしてつくられたと思われる。両方とも 2類に分けうる。

AI. 口縁下がS字状に屈曲するもの。

II. 大きく外上方へ開口するもの。

BI. 浅めのもので多くは平底である。

II. 深めのもので，小型品は平底・丸底両方を見るが，やや大型になる

と丸底のみである。

調整 IA類は坪．婉と全く同様の調整を示す。ただ， Allは外面の削りが縦方

向となる。 B類は口縁周辺は回転ナデであるが，胴部・底部については内面

がナデかヘラ削り，同外面がナデか刷毛目を施す。外面にヘラ削りは見ない。

「有脚椀及び鉢」 1 これは高坪としてよい形状のものもあるが，胎土・成形にかなり異質な

点があるので分けることとした。この器形のものが精製と粗製の中間的胎

土を示している。調整は高坪に準ずるが，特に脚部のナデにおいて指押え

の著しいものがあり，それらは手捏的外観を示している。

「脚台」 1 本来は・小型の甕か鉢に付くものである。口縁まで一部なりとも残存し

ていたのは，僅か 4例にすぎない。

器形 I本体の底部から外反して開く形状のものと，やや踏んばるように内彎気

味になるものとがある。前者が圧倒的に多い。脚台の高さは最大3.6cmであ

る。明確な底部穿孔が 3例ある。

調整 1 脚部自体は回転ナデで，天井部はナデというのが普通だが，内面に刷毛

目をもつものと，しぼり痕の見られるものがある。

「蓋」 1 断定は出来ないが，甑か甕かに被せた蓋形の土器であろうと思われる破

片が若干ながら出土している。撮みらしき部分4点，裾部 4点があり，陣

笠形のものは無いようである。ナデと刷毛目にて調整する。

「甕」 器形 1 大きく 2類に分ける。

l類

頸部ですぽまって口縁が外反するという普通に見られる形態である。大

きさで大・中・小の 3つに分けられるが，分類の常として中間的大きさの

ものも当然有り得る事で，厳密な区分ではない。完形に復しえた器形を参

考として，全体の形状を以って判断するけれども，一応の目安は口径であ

る。破片資料の多い中での判断は困難を伴うが，主観的ながらも全体の形
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状を念頭においた。（第10図の器種一覧では甕II類，甑との図中のバランス
（註 8)

より，大型品から先に並べた。）

①小型 口径11cm以下のもの (b)。稀に7.5cmに満たぬもの (a)があって，

これは特殊的な小型品といえる。丸底であるが，若干平底がかるものもあ

る。胴部の張りは少ない。口縁は僅かに外反する形態のものが多い。脚台

の付くものが稀にある。鉢の深めのものと区別しにくいものもある。

②中型 口径11~17cmを普通の基準とするが，次の大型のより大きい口径

を持ちながらも，器形としては大型にしえないものもある。これらは更に

小 (a. 口径11~13cm), 中 (b. 同13~15cm),大 (C• 同15~17cm,稀

に18cm程のものあり），特大 (d' 同19cm以上）の 4種類には分けうる。底

部は丸底だが，大甕と同様に平底風になるものが多い。胴部の張りは顕著

でない。口縁はその形態に種々のものを見る。脚台を有するものがある。

③大型 完形品に復しえた物で見ると，口径17cm以上，胴径24cm以上，器高

30cm以上を測る。ただ，稀に口径17cmを切るものもあるが，形態からみて

どうしても大型としか考えられないものがある。底部はおよそ平らになっ

ているが，完全に平底というのではない。平坦地に置いた際には，倒れは

しないけれどもぐらつきながら立っている。底部から胴部へはやや開きな

がら，長胴の形状で肩部へと移行する。肩部は所謂いかり肩の張った形状

が大半を占める。口頸部は大きなカーブを描きながら外反し，如意形に開

く口縁となる。頸部のすぼまる形状と外反する口縁・長胴のあり方など，

全体的に均整のとれたプロポーションと言える。

II類

普通甑の下に置く甕であろう。把手の付く IIAと，付かないIIBどに分
（註 9)

ける。双方とも機能上，口径の大きいものを常とし，頸部のすぼまりは殆

どなく，胴部の張りもあまりない。口径23cmをこえる。

IIA 口縁の外反度の強い物と弱い物とがある。

rr:s 破片が多い為， IIAになる物（把手が付く）もかなり出てこよう。

甑 IAとも区別しにくい物がある。肩部に張りを持つIIB1と持たない II

恥がある。口径23cmを切る，やや小型の物が若干存す。

調整 I I. II類ともに調整は全て同じである。外面は底部が刷毛目の後にナデ，

胴部から頸部までは刷毛目，口頸部は回転ナデを施す。稀に胴部を削り上

げるものもある。刷毛目の起点の判る例は全て上（口頸部）から下（底部）

方向へなされている。化粧土をかけたらしい個体も稀にある。内面は底部

がナデ，胴部は下から上への縦方向ヘラ削り，口頸部は回転ナデを行う。
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頸部最下端に横方向ヘラ削りを施すものが，大型のものの一部に見られる。

また，口頸部は横方向の刷毛目後に回転ナデを行うものが多い。

「甑」 器形 1 全体の形状により， 3類をみる。

1類

把手の付く物 (IA) と付かない物 (IB) に分ける。

I A-1. 底部から丸味をもって（やや張りをもって）開くか，或は殆ど

土管状になる。口縁の外反度は前者が大きく，後者は小さい。

I A-2. 底部から直線的にラッパ状に開く物。口縁の外反は殆どないの

が多い。 1• 2とも把手は口縁下 4~10cmの所につく。

I B 把手のない事以外は IAと全く同じである。

II類

甕IIA類と同様の形状を示すと思われ，小円孔を多数穿ったものである。

Ill類

特殊な小型品である。

調整 I底部透し部分端部の内外を回転ナデする他は，甕と全く同様である。

註1.115号については北西辺になく，また南西辺の残存する壁面にも見られない事から；北東辺と推

定したものである。

2. 実測した土器は1,500個を越している。

3. 中村浩『須恵器』考古学ライブラリー 5 P45 ニューサイエンス社 1980 

4. 甑 (I類）底部の透孔周辺の断面で，右下りの接合痕らしきものがある。これは底部から口縁ま

で円筒状に成形した後，倒立して透孔部分の整形にもう一段分の粘土紐を積み上げて（この時は輪

積みとなる）接合したものかと思われる。この点についてはいま少し検討の余地がある。

5. 4 cmにも及ぶように見えるのは，多分その中間の接合痕が見えないものと思われるが，未だはっ

きりしない。

6. 田中琢「畿内と東国 一古代土器生産の観点から一」 日本史研究90 1967 

またこの中で，籾痕の存否を問題とされているが，立野遺跡C地区に胎いては気付いただけでも

20数点の土器・支脚に籾痕があった。ことに，土製支脚に多数の籾痕を見るものについては，その

背後に別なる意味付けを考えるべきであろう。

7. この孔の用途については， 1.装飾的なもの， 2. 実用的なもの一例えば，・ この孔に棒を留め

置いて本体を支えるなど一， 3. マジカルなもの等が考えられるけれども未だはっきりしない。

8. カマド内での支脚に転用されるのは，小型の b と中型の a• bである。

9. 60号住居跡のカマド内に遺存した炊飯具のセットを見ると，甑の下に甕 I類の大型品が置かれた

状態であった。この様な例もあるのか特殊事例なのか現時点では不明。 （伊崎）
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1 . 竪穴住居跡

21号住居跡 （固版7'第11図）

C地区西南端に位四し単独で営まれている住居跡である。 一部現代溝に切られてはいるもの

の，主に黒褐色土の埋土であった。平面形態 ・規模や主柱穴の位醤は一般的なものであり，北

西辺中央部の壁際にカマドが付設されている。壁小溝はカマド部とカマド対面以外にーケ所途

切れてはいるものの巡っている。カマド対面には灰色系粘土がやや広範囲に潰れた様相を呈し

て散布している。床面は略水平に成形され，主柱間エリアがかなり硬化していた。床面下陪に

は壁に沿って掘り込みが存し，P3~P,間中央でPsも検出した。 P,に切られた井戸1も存した。

上で...~, 

b ＝ 

第11図 21号住居跡実測固 (1/60)
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カマド （第12図）残存状態はあまり良くないく支脚も存しなかった。火床面は51X67cmを測

りやや窪む程度である。

出土遺物 （図版65,第13図）

出土量はやや多い方である。土錘と若干の不明土製品が埋土中より出土した。

須恵器 (1~6) 1•3 と 4 がカマド対面粘土付近よりの出土で，地は埋土中である。若
干時期が異なる 3と4が同一地点より出土したことは，埋没状態を考える上で問題となるであ

ろう。

なお，埋土中より出土した坪身片が22号住居跡埋土中より出土したのと接合した。

土師器 (7 ~19) 甕類の大半が中～大型で12はカマド対面粘土付近より出土し，他は埋土

中より出土した。甑は19が主柱間エリア床面上の出土である。 7・8と10は丹塗りの精良な高
坪である。 8は主柱間エリア床面上で出土したもので，廃棄時に使用された可能性を有する。

11は完形の精良な塊で主柱穴より出土したもので築造時のものか。 （武田）
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22号住居跡 （図版8'第14圏）

23 • 24号住居跡を切って営まれ， 21号住居跡と主軸をほぼ同じくしている。西側コーナー付

近は近時の溝により攪乱を受けていた。 P3 • P, の2主柱は径15cm程の柱痕を確認した。壁小溝

はごく一部に見られるのみである。床下層の中央土壊は見られない。

カマド対面土墳 （第15図） 黄色砂質の粘土が略長方形状に広がり，その下に土壌が見られ

た。 95X40cmの長方形プランである。 土壌中には土玉と須恵器坪身が完形で，土師器の高坪 ・

坪等が泊れた状態で出土した。

カマド （第16図） 左袖の一部が残存するのみで，右袖から火床にかけては後時のピットに
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より削平されている。周辺に若干

の土師器が散乱していた。

出土遺物 （図版65~68, 第

17~20図）

かなりの量が出土したが，大半

は埋土中，

の土玉，

それも主柱間エリアの

上面からである。 p4付近では床

面に密着して潰れた状態で甑・甕

が出土している。北辺中央付近床

面の手捏土器，カマド対面土塙内

その南隣埋土中出土の土

製模造鏡，それに把手状・棒状の

土製品等については後述する。
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22号住居跡カマド対面土壊実測固 (1/30)

B

＿
 

n) 
。娑 旦

／ 

A
 

A-

1焼土多批混入灰色砂泥

2褐色土混入暗茶灰色砂泥

3暗灰色砂泥混入黄灰色粘質土

4焼土少且混入暗灰色砂泥

5酎屡魯募籠粒多豆混入

6濁青灰色砂泥
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須恵器 (-1 ~ 14) 12• 13は坦蓋であろう。 7はカマド対面土壊で，他は埋土中に存した。

なお，坪身の 1点が21号住居跡のそれと，また別の 1点が27号・ 50号住居跡出土のものと，更

にもう 1点が25号住居跡出土品と接合した (B-4参照）。

土師器 (15~55) 15~21は精良品であ。甕は小型はほとんどなく，中～大型が大半を占

める。 34は数少なぃ甑II類の例であるが，円孔には大小 2種類があり，小さい孔には貫通しな

いものもある。 24は2次火熱を受けて赤変しており，支脚として利用されていたものか。 16が

カマド対面土塙， 15• 22• 23• 50• 52が床面， 24• 35がカマド右側の出土である。なお，籾痕

のある土器を 2点確認した。
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この住居のカマド対面土壊内土器は，住居設営時に置かれたまま残っているものと思われ，

また， p4周辺の土器は廃棄時に置去りにしたと考えられる。住居廃棄跡は凹みとなった所が

ゴミ捨て場として利用されたのであろう。 （伊崎）
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23号住居跡 （図版 8• 9, 第22図）
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22号住居跡の束隣にあり， 22・24号住居跡に一部を切られている。壁下に斜位に流入した土

を除けば，他はほぼ水平の土層を示す。壁小溝は北壁と束咆の一部にのみある。カマド対面に

は粘土が床面にくつついて広がっていた。下府の中央土壊は見ない。

カマド 西壁中央の上層に粘土の広がりが見られたが，カマド本体は完全に潰れた状態で

あった。周辺に若干の土器片を見るのみである。

出土遺物 （図版68,第21図）

カマド周辺に若千存したのみで，埋土中にもご<f蒻かしかなかった。須恵器はカメ片が 2点

と杯片が 1点出土したが，その杯片はP1050出土のものと接合した。これはB-4に因示する。

埋土中出土の砥石 lと七製模造鏡，不明上製品について別述する。

土師器 (1~8) 1は高坪になろう。屈折の度合いは弱い。8の把手は本体とさし込む突

起がある。また孔を 2 個有する。 6 • 7がカマド周辺からの出土である。

なお，籾痕のある土器片 1 (甕）を確認した。 （伊崎）

A LIV I r ,,-, -¥ ----------- ヽ ＼ O J 'jj/j .5.. 
9、P: 

J 
ヽ

>
~ ， 

c
・
 

Im o 2m 

A
 1罵資灰色土

2貴褐色t
3黒灰色土

4昂色土

5茶褐色粘質上

6贄褐色粘上潟入黒褐色土

冨
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24号住居跡 （図版8,第23固）

22~26号住居跡の 5軒の中で略中央にあり，23号住居跡を切って，22・25号住居跡と溝 1に

切られるが残存する壁面と下闇のあり方とで全形は復原出来る。それはやや台形気味の平面形

となる。黄色っぽい黒色土を埋土としていた。壁小溝は途切れながらも全周壁下に存する。カ

マド対面の粘土はなかった。床下岡には中央上壌と Psがある。
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カマド （圏版 9' 第24図） この真上を溝 1が通り，一部を25号住居跡に切られるが，両袖

とも残存していた。焚口幅51cmでその付近に甕の破片が散乱していた。

出土遺物 （図版68,第25図）

土器量は極めて少なく，土器以外の遺物としては床下層から手捏土器 1個があったみのであ

る。
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13 2に黄褐色粘土粒多塁混入
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須恵器 (1) 床下層出土の，この 1点のみである。

土師器 (2 ~10) 大型の甕と甑のみである。 6が埋土中である外は床面から出土した。 8

の甑は把手を欠失するが，ソケット式のさし込みの孔が見えている。 （伊崎）
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25号住居跡 （図版8'第26・27図）

24号住居跡を切り， 26号住居跡と溝 1とに切られている。 26号住居跡に切られた北西辺にカ

マドを持っていたのであろう。床面はガチガチにしまっていた。壁小溝は所々に小ビッ トを配

する形で全周する。床下陪の掘込みは典型的パターンを示さない。
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26号住居跡

25号住居跡を切って営まれた大型と言える住居である。黒色土及び淡黒色土を埋土としてい

た。 P2・P,については柱痕を確認した。抜き去られた様子は示していない。カマド対面に

（固版 8・10,第29図）

粘土は無いが．土壊がある。床下層の中央土塙はみない。

床面より40an強の深さを測る。この住居が使用されていた時に，この土塙自カマド対面土墳

体も機能していたか否かは不明である。 この中から手捏土器と須恵器 2点が出土し，その須恵
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器のうち 1片はカマド右側から出土したもの及び22号住居跡埋土中出土のものと接合した。

カマド （第30医） 左袖のみ残存する。丁度22号住居跡カマドの遺存状態とよく似ている。

カマド左袖傍には大型甕の下半分が潰れてはいるものの，カマドに寄りかかるように出土した。

本来据え置かれていたものだろう。

出土遺物 （図版68• 69, 第31図）

カマド内外とEの周辺， そしてPsの周辺で床面にくつついて土器が出土した。 しかし，

埋土中と合わせてもあまり土器量は多くない。カマド対面土塙の北隣・壁小溝上面埋土中に鉄

器片が存したが，調査中に紛失した。カマド対面土塙内と埋土中の手捏土器については後述す

る。

1はカマド対面土壊内の出土である。埋土中の壺片で32号住居跡出土

品と接合したもの及び先に述べた坪身についてはB-4で触れる。他に甕片が 3点ある。

土師器 (3 ~17) 3• 4は精製である。 4はカマド対面土塙の西側で床面に窪みをつくつ

て据え置かれたかの様な状態で出土した。 7• 13• 14• 16はカマド内外にあり， 13• 14は左袖

横に置かれた甕である。 9~12• 15は床面に存した。 17は埋土中出土の破片であるが，外面に

布目痕が存する。わりと粗い織目で経糸・緯糸の間隔が 2mm位ある。 （伊崎）
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8灰色砂泥混入黄褐色粘土
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11淡白灰色粘土
12灰白色粘土
13灰色砂泥
14灰褐色砂視・茶色粘質土混じり
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27号住居跡 （固版11・12,第32図）

28号住居跡と東隅で接するかの如くであるが，切合いはない。溝 1が，上面を略東西に横切っ

ている。検出面から10cmも掘り進めないうちに，大量の土器が出土しはじめ，土よりも土器片

の方が多い位にかなりの菰が存した。この住居が廃絶された後の窪みに投棄されたものである。
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3 灰黒色土
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ll 燒土混入貴褐色粘士

12 黒色土

13 贄鳩色粘土

第32図 27号住居跡実測図 (l/60)
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床面のすぐ上から大量に出土しているので，住居廃絶時に上屋も片付けられたのであろう。投

棄されていたのは土器ばかりではなく，一部に焼土も見られた。カマド対面にはあまり広くな

い範囲で粘土が見られた。また，南壁中央付近に土壊が存し不明土製品が出土した。

カマド （図版12, 第33図） このカマドを特徴づけるものは何といってもその内外出土の祭

祀関連の遺物である。焚口幅55cm,奥行65cm程で，焚口前面に不明土製品があり，他に手捏土

器が火床中央部と最奥部に各 1個，右袖上に 1個，右袖右側に 1個存した。住居廃棄時に何ら

かの祭祀（まつり）が行われたことは確実であり，この点については総括で再度触れる。

出土遺物 （図版69~75, 第34~40図）

既述のように埋土中から大拡の土器が出土したが，その他に鉄器（鋤先 1,鏃片 2)'砥石 1,

模造鏡，不明土製品，手捏土器 2も存した。手捏土器，不明土製品がカマド周辺から出土した

ことも前述の通りである。

須恵器 (1 ~32) 図示した以外に甕・横瓶の破片も出土している。 25は聰か壺になろう。

30• 32の底部は静止ヘラ削りを施す。 14• 30は焼成があまい。 24はカマド左から出土した。他
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B' 12灰色粘質土少磁混入黄灰色粘土

13灰色粘質土・黄灰色粘土混じり

14褐灰色砂泥混入茶色粘質土

15褐色砂泥混入茶色粘質土

16焼土

17黄灰色粘土粒少屈混入淡灰色泥砂

18白灰色粘土粒混入黄灰色粘土

19灰色砂泥少祉混入黄灰色粘土

゜
↑m 

第33図 27号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第34図 27号住居跡出土土器実測図① (1/4) 
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に甕の破片が 7点程ある。

精良品 (33~58) は高坪が多い。 56•57は粗製と精製との中間位である。土師器 (33~108)

58は特異な器形で，高坪に婉を折衷した形状をなす。用途としても日常的なものではなかろう。

甕は小型・中型・大型と全て揃っている。 I類の大型は 7個が完形に復しえた。甕II類の89の

把手には 3個の孔が見られる。 98・99は恐らく蓋となるものであろう。甑は106が土管状を呈し

て特異である。 49• 59がカマド周辺に， 68, 69• 75が床面に存し， 76は床下層から出土した。

この住居出土品と 22• 50• 51• 56• 106号の各住居からの出土品と接合したもの及び同一個体

であると確認しうるものが存する。特に50号住居跡出土品とは須恵器，土師器ともで 5点程が

接合しているのは，お互いに住居廃絶後の窪みがごみ捨ての場所に使用されたためであろうし，

この 2つの住居の廃棄の時期があまり時間を隔てていないことの証左ともなる。 （伊崎）
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第36図 27号住居跡出土土器実測園③ (1/4) 
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第37図.27号住居跡出土土器実測図④ (1/6) 
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第38図 27号住居跡出土土器実測図⑤ (1/6) 
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第39図 27号住居跡出土土器実測図⑥ (1/6) 
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゜
20cm 

第40図 27号住居跡出土土器実測図⑦ (1/6) 

28号住居跡 （図版13,第41図）

27号住居跡とほぽ主軸を同一にしてその東側にある。 29号住居跡の一部を切り，溝 1に切ら

れている。壁は10cm強しか遺存していなかった。壁小溝はない。カマド対面にあまり広くない

範囲で粘土があった。さらに，その粘土前面の竪穴外に 2個のピットが並んで存した。床下層

に中央土壊はない。

カマド （図版13,第42図） カマド自体がやや東に偏って存する。両袖とも残存し焚口幅60
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cm, 奥行85cm程を測る。火床面に残存した甕破片を支脚と考える。右袖の外側に土器片が散在

していた。なお，カマド内とその束外に土製品があった。

出土遺物 （固版76,第43図）

埋土中には割合多くの土器が存したが，図示しうるものは少ない。土製模造鏡 1点，手捏土

器 2点，砥石 1点，スラッダ 1点，不明土製品 2点が埋土中にあった。床下附からも土製品が

~ヽ, 
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第41図 28号住居跡実測図 (1/60)
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暗灰色砂泥

茶灰色砂泥混入淡黄褐色粘質土

茶灰色粘質土

淡黄褐色粘土少歴混入灰色砂泥

暗灰色砂泥混入茶色砂泥

淡黄灰色粘質土

6・茶色粘質土少菰混入褐色砂泥

6に灰白色粘土少批混入

9 暗黄灰色粘質土

10 黒褐色砂泥混入茶色砂泥

11 2に焼土多く混入

12 1に6が混入

13 淡褐灰色砂泥

14 焼土層

15 9に暗灰色砂泥少菰混入

16 黒褐色砂泥

17 焼土少批混入淡茶灰色砂泥

第42図 28号住居跡カマド実測図 (1/30)

出土している。

須恵器 (1~11) 

態で出土した。 3はカマド対面粘土中，

る。他に甕片と柑片などがある。

土師器 (13~19)

9の坦蓋はp4の北側床面に伏せたままの状

8• 10が床下層の出土であ

マド右袖のすぐ横に立位で出土している。

側の出土である。 15はカマド支脚である。 16•·18はカマド付近， 17

は床下層より出土した。 19は埋土中に出土した支脚片である。

14は脚部と坪部を固上で接合した。脚部はカ

この坪部と 13もカマド右

ニニ《
~cm 

第43図

15 

28号住居跡カマ

ド支脚実測図

(1/4) 

（伊崎）
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第44図 28号住居跡出土土器実測図 (1/4)

29号住居跡 （図版13,第45図）

30号住居跡に2/3以上を切られ，かつ28号住居跡にも藍濠にも切られ，さらに溝 1が残った部

分を横断するという悪条件ながら，下層掘込みラインから 2辺を知りうるので，おおよその規

模は復原しうる。床面レベルは30号住居跡より下位にあるが，同じく下位にある31号住居跡に

より切られる。 p5の存在とその前面の土壊の存在より，カマドは北西壁に存したものとみな

される。
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29号住居跡実測図 (1/60)
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第46図 29号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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出土遺物

かなり他から切られていた割には遺物が存した。土製模造鏡 1'砥石 1'手捏土器 1'不明

もう 1個の手捏七器 (29-12)は床面に正江の状態で出上した。

（図版76,第46図）

土製品が埋土中から出土し，

4 • 5が床直ヒ，

号・50号住居跡等出土品と同一個体とみられるものもある。

須恵器 (1 ~5) 1が床下府の出土である。他に甕片その他がある。 28

土師器 (6 ~11) 7・9・11は床直上の出土である。

30号住居跡

約1/3程を暫濠に切られ，柱穴 2個 (P,・Pa) は欠失している。カマドも右袖しか残って

（図版13,第47図）
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第47図 30号住居跡実測図 {1/60)
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いなかった。 29• 31号住居跡を切っている。

カマド 右袖部分のみの残存で，焼土は多かったが詳細は不明である。

出土遺物 （図版76,第48図）

遺物菫はあまり多くない。

須恵器 (1~5) 1は28(28-1)・50 (50-3)各号の， 4は44(44-1)• 31 (31 -

1) 各号の住居跡出土品とほとんど同一の手法・胎土・色調を呈している。 1• 3が下層， 2 

がカマド内， 5が床面の出土である。 （伊崎）
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第48図 30・31号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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31号住居跡 （図版13,第49図）

重複の著しい中に存する。 30号住居跡に切られるけれども床面はまだその下に存する。 37•

38号住居跡に切られ，29・ 33・34号住居跡を切っている。カマド対面には粘土が存した。

カマド （第51図） 30号住居跡に焚口付近をカットされていたが， それにもまして潰された

様相が著しかった。両袖は殆んど痕跡もなかった。支脚は円錐台形の低いもので．基部を粘土

で固めてすえおかれていた。手捏の高坪と不明上製品が周辺に存した。

出土遺物 （図版76,第48・50図：

土器拭は少ない。埋土中に土製模造鏡の破片と不明土製品が存した。
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第49図 31号住居跡実測図 (l/60)
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゜
10cm 

第50図 31号住居跡カマド支脚実測図

(1/4) 

須恵器 (1) 立上り端

部を欠くもので，下層出土

品である。

，｀  ヽ、
9, 

Q 

＼I I ` .,;;_ •• ·.•:•:.·. ）I ｝ I I /-
d 導ー／

~ 

Q ， <) M2 

~ 
22.90m 

=-""c:、＝ 吾— <々

土師器 (2 ~8) 3
 

4二三戸~こ 3

22.40m 

の脚台はカマドのそばでか

なり浮いて出土した。 2は

下層出土で， 6はガマド対

面の粘土中に存し， 7は下

層中央土壊内にあった。 9

の支脚は底径11cm,高さ6.4

cmの低いものである。 （伊崎）

゜
1m 

1. 灰白色粘土

2. 褐灰色砂泥 (1と焼土が少し混入）

3. 1 + 2 

4. 茶褐色砂泥

5. 灰色砂泥（焼土が少し混入）

6. 灰褐色砂泥

7. 淡褐灰色砂泥

8. 淡褐色砂泥に焼土が多く混入

9. 淡茶褐色砂泥に焼土が多く混入

10. 暗灰色砂泥+1 (焼土が少し混入）

11. 暗褐灰色砂泥に焼土が少し混入

12. 淡黄灰色粘土に 1が少し混入

13. 淡茶灰色粘質土

第51図 31号住居跡カマド実測図 (1/30)

32号住居跡 （図版13,第52図）

33号住居跡を切って営まれ，一部を暫濠に切られている。また， 27号掘立柱建物を切ってい

る。カマド周辺は粘土が崩れて広がっており，僅かに左袖の一部が残存するにすぎない。カマ

ド対面にも粘土が存した。

出土遺物 （図版76,第54図）

カマドの粘土の崩れ去った下に若干の土師器片があったのみで，他に床面に遺物はなかった。

埋土中の遺物も少ないが，図示したものは全て埋土中の出土である。埋土中と床下層とに，不

明土製品があった。

須恵器 (1~7) 6は壺であろうか。 7の甕は焼成不良。他に甕の破片が 2点ある。

土師器 (8 ~12) 13の甑は焼成以前の径3.3cmの穿孔があるが，かなり小型であることよ

り特殊な用途に供したものであろうか。 （伊崎）
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第52図 32号（主居跡実測図 (1/60)

33号住居跡 （第53図）

暫濠に中心部を切られ，残存する部分の方が少ないが，32号住居跡の下層に現れた掘込みの

ラインと 2柱穴 (P,• P3) とにより，もとの規模は大略復原できる。カマドは北西辺にあっ

たものとしてよかろう。 34号を切り， 32号 ・31号の各住居跡に切られる。

出土遺物 （固版76,第54図）

北西隅から数個まとまって出上したもののみがある。埋土中に不明上製品があった。
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須恵器 (1) 

土師器 (2・3) 

底部は静止ヘラ削りで，その上にヘラ記号を施しているc

2は中型の甕であろう。

34号住居跡 （第53図）

（伊崎）

33号 ・31号住居跡に切られていて殆ど様相はわからない。ただ．残存部からみても規模とし

ては33号とあまり変わらないものと考えられる。

出土遺物 （第54!k])

須恵器2点と上師器 l点を示すが．これは或は33号に属す可能性もある。

須恵器 (1・2) 2は壺の蓋であろう。きわめて精良な土器である。

土師器 (3) 大型でもやや小ぶりの甕であろう。 （伊崎）

I 

0 2m 
I ↓ I I I I I 

~ 声三
第53図 33・34号住居跡実測図 (l/60)
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第54図 32~34号住居跡出土土器実測圏 (1/4)

35号住居跡 （図版14,第55固）

麟濠の東側にあり， 36号住居跡に切られる。南西辺とコーナ一部分のみの残存であるが，下

層より検出した柱穴によりおおよその規模は復原できる。カマドは北西辺にあったものとして

よい。これより新しい36• 37号住居跡に比べればかなり小さい。壁小溝は細いが深くはない。
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1. 茶褐色砂壌土

2. 淡黒褐色砂壌上

3. 黄色粘t
4. 黒灰褐色土

5. 黒茶褐色土

6. 淡凩色上

7. 暗黒灰褐色土

8. 暗黒茶褐色上

第55図 35・36号住居跡実測図 (1/60)
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出土遺物は床面に土師器甕破片2と埋土中に土師器甕片 2'須恵器坪片 1,スラッグ 1があっ

たものの図示しえない。 （伊崎）

36号住居跡 （図版14, 第55図）

35号を切り， 37• 31号住居跡に切られている。 2辺しか残存しないものの柱穴等より復原は

可能である。主柱穴を結んだ形状はやや台形気味である。壁小溝は細く，所々にその中に小ピッ

トが存する。

カマド （図版15, 第57図） 37号住居跡に焚口付近が切られている。火床中央には甕を転用

した支脚が，口縁付近を粘土で固定して置かれたままになっていた。また，その奥には甑の破

片があった。両袖の残存頂部と壁検出面とに20cm程の差があり，支脚の甕底部も欠失している

のは住居廃絶時にカットされたものと思われる。

出土遺物 （図版76,第56• 60図）

カマド内の土器の外に，カマド右袖より約 lm離れて須恵器

坪身が壁際に正立で，また，それより 40cm離れて扁平磨製石鏃

が鋒を東に向けて，いずれも床面に存した。磨製石鏃は時期的に

合致しないが，床面にくつついて出土している。他に埋土中に ゜
須恵器坪片 2'土師器片若干，不明土製品 1があったのみであ 第56図 36号住居跡カマド支脚

る。 実測図 (1/4)
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1. 茶色粘質土（淡黄灰色粘土

・焼土が少し混入）

2. 1より焼土多く混入

3. 焼土

4. 淡茶灰色砂泥

5. 褐灰色砂泥

6. 暗灰色砂泥

7. 黒灰色砂質土

8. 黒っぼい黄灰色粘質土

9. 黒灰色砂質土（粘土性少しあり）

10. 黒灰色粘質土

11. 淡黄灰色粘土
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第57図 36号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第58図 37・38号住居跡実測図 (1/60)



須恵器 (1) 完形で，口縁端部は全周の 8割程が打欠かれている。

土師器 (2・3) 2はカマド内支脚に使用された甕， 3はカマド内に存した甑である。

（伊崎）

37号住居跡 （図版14,第58図）

31• 35• 36• 38·39• 40号の各住居跡を切っており，この近辺で最も新しい住居である。茶

褐色の砂っぽい土で埋まっていた。縦長のプランを呈し，柱穴もそれに応じて長方形配置とな

る。床面はよく固められていた。壁小溝は細く深いのが，小ピットを配しながらほぼ全周して

いる。カマド対面には壁からやや離れて黄色粘土が存した。床下層は重複が激しい為か，かな

り不規則な形状を呈する。 Psの柱痕は径14~15cmであった。

カマド （図版15,第59図） やや北に寄って設置されている。焚口幅60cm,奥行80cmで，内

外に土器片が存したが全て破片である。

出土遺物

（図版77,第60図）

大きい分だけ埋土中には

土器片が多かったが，大量

ではない。埋土中から紡錘

車 1,棒状土製品 1,不明

土製品，手捏土器 1が出土

し，北側コーナー付近の床

面に把手付の手捏土器が横

位で存した。また，床下層

より手捏土器 1とスクレイ

パー 1が出土した。

須恵器 (1~6) 1・

3が下層，他は埋土中の出

土である。 5の底部はヘラ

削りを施していないらし

い。他に甕の破片が若干あ

る。

土師器 (7 ~16) 7は

極めて精良な土器である。

8はつくりが粗い。 10・11

B-

A-

<) 

B' 

" 
1. 茶色粘質土（淡黄灰色粘土．

A・ 焼土が少し混入）

2. 1より焼土多く混入

3. 焼土

4. 淡茶灰色砂泥

5. 褐灰色砂泥

B' 
6. 暗灰色砂泥

7. 黒灰色砂質土

8. 黒ぼい黄灰色粘質土

9. 黒灰色砂質土（粘質性少し

あり）

10, 黒灰色粘質土

11. 淡黄灰色粘土

第59図 37号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第60図 36・37号住居跡出土土器実測固 (1/4)
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第62図 39号住届跡実測岡 (1/60)

40号住居跡 （固版14,第63医）

37 • 39号住居跡に切られ，約％しか残存しない。これまでの住居と違い，カマド対面の粘土

が北東壁に存するので，カマドは南西壁にあったとみられる。その粘上は黄灰色を呈し． こぢ

んまりと存した。壁小溝は残存部に全周する。
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出土遺物 （第65囮）

極めて少ない。須恵器は甕破片が 1点あったのみである。

土師器 (1~4) 1は粕良な土器である。 4は床下阿から出土した。 （伊崎）

第63図 40号住居跡実測図 (1/60)
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41号住居跡 （図版56, 第64図）

西側コーナーを竪濠に切られている。また， 24 • 28・29号掘立柱建物にも切られる。他の住

居跡との切合いはない。やや横長のプランを呈し， 4主柱を結んだ形も横長方形を示す。壁小

溝は無かった。 下阿の中央 t壌も横長の形状を呈している。

カマド 焚口幅・奥行ともに60cmで，両袖とも残存はするが，殆ど店底部のみである。右袖の

一部を29号掘立柱建物の p.1こ切られる。左袖の甚部は主軸を横断する形で，幅 3anの暗褐色

砂泥土が入っていた。火床而に土師器甕破片が仔した。
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第64図 41号住届跡実測図 (l/60)
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出土遺物 （第65図）

住居自体の残存が悪いせいもあるが，遺物は極めて少ない。須恵器は皆無で，他は土師器の

破片が存するのみである。

土師器 (1 ~ 4) 甕のみである。 2はカマド内出土で， 3は床面に存した。 （伊崎）
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第65図 39~41号住居跡出土土器実測圏 (1/4)
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42号住居跡 （図版14,第66固）

35~38号住居跡のすぐ北西にあり ，他の住居跡との切合いは無いが， 31号掘立柱建物のビッ

トに切られる。ことに p6はカマド焚口付近を切っていた。 壁小溝は小ピットの連続といった

様相で． 一部途切れながらもほぼ全周する。カマド対面に黄色粘土が，また，南側コーナー付

近で床面から 5cm程の厚さに黄茶色粘土が存した。下層にはカマド対面粘土の下に Psがある。

また，中央土壊は北側に寄って存した。

焚口付近が31号掘立柱建物の PGに切られ，かつ右袖も削除されている。

左袖のみの残存は22・26号住居跡のあり方とよく似ている。内部と周辺に土器片が散乱してい

カマド （第67固）

た。
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I. 風茶鳩色砂墳上

2. 淡属茶褐色砂壌土

3. 黒色土

4. 茶褐色粘買土

5. 貨褐色粘土渦入茶褐色土

6. 員褐色粘賣土（やや黒い）

7. 黒褐色上

8. 員色粘上

9. 黒色土混入明茶鴻色砂墳上

第66図 42号住居跡実測図 (1/60)
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出土遺物 （図

版77,第69図）

カマド内外の土

器片以外に，床面

に 遺 物 は 無 かっ

た。埋土中に須恵

器甕片 1と七師器

片若干，手捏上器

1が存した。須恵

器片は図示しえな

"' 
土゚師器 (1~9) 

1の精製の高坪と

7 • 9が埋土中で

他はカマド内外に

存した。 6がカマ

ド内， 8は左袖ヒ

にあった。（伊崎）

B-

I. 淡偵灰色粘上

2. 淡渇灰色泥砂

3. 褐色砂泥

4. 淡褐灰色粘買土

5. 幌土少量況人灰渇色砂泥

6. 快 層

7. 炭化物少量混入凩色土

8, 用色土

9. 黒茶灰色砂泥

10. 焼土 ・砧上少量浪入褐灰色砂泥

11. 茶褐色砂泥

12. 黒茶褐色土

13. 淡灰褐色砂泥

14. llfl賃灰色妙泥

15. 暗灰色砂泥浪人茶色砧質土

16, 貨灰褐色帖質士

17. 11こ焼土濃入

43号住居跡 （第68図）

42号住居跡の北西にあるが，大半が

調査区外にかかり全貌不明である。壁

小溝が南東辺で幅30cm強にわたって途

切れ，そこに小ヒ゜ットが配されている

のは何かしら意味ありげに思える。南

西辺でも lヶ所途切れるが，溝内に小

ピットを持ちつつ全周するのであろう。

出土遺物 （図版77、第69図）
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第67図 42号住居跡カマド実測図 (1/30)
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第68図 43号住居跡実測図 (1/60)

床面に密着して土師器が 1個ゴロンと横たわって出土した。

土師器 (1) 完形に復される坦である。精良土器であるが，器表は荒れている。（伊崎）
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44号住居跡 （図版14,第70図）

切合いはなく単独に存するも， 37号住居跡とは南側コーナーで10cmも離れていない。埋土は

黒色～暗褐色を呈する砂質土であった。 4主柱穴を結んだ形状はやや平行四辺形気味となる。

壁小溝はカマドのある壁とその近辺は巡っていない。カマドの上面とカマド対面には黄色粘土

が大きく拡がっていた。カマド対面の粘土は，ほぼ検出面の付近から存する。

カマド （固版15,第71図） 遺存状態は普通である。焚口部幅55cm,奥行65cmを測り，火床

部分はやや窪む。内外に土師器の破片が存したのみである。

出土遺物 （第69図）

殆ど無かったと言ってよいくらいに少ない。

／□ 
』2-1

12・6 

4雑

゜

42-9 

20cm 

第69図 42~44号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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須恵器 (1) 

埋土 中 に存し

た。 30号・100号

住居跡出土品と

よく 似ている。

土師器

3) 2は埋土

中，

左袖の外側に存

（伊崎）

3はカマ ド

した。
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l. 暗褐色砂賀土

2. 灰少量混入暗褐色砂質土

3. 黒褐色砂質土

4. 灰 ・焼土少量混入贔

褐色土

5. 灰 ・燒土少量混入灰

褐色砂質土

6. 灰褐色砂質.i:少量浪

入燒土層

7. 黄灰褐色妙貧上少量

況入灰層

8. 灰少量混人灰褐色上

9. 黄色粘土

10. 焼上

IL黒褐色帖質土

12. 哨灰褐色土混入灰層

13. 暗渇色土

第71図 44号住居跡

カマド実猜図 (1/30)
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45号住居跡 （図版16・17,第72函）

16号住居跡の東側に弔独で存する。 :t柱穴配謂は若下歪んでいて台形状となる。壁小溝は全

) ,'Jするも，四辺の各中央部で途切れるという特徴がある。P,'の柱痕は径15cmであった。カマド

対面には黄灰色粘土があり，その下Hに Psがある。下層には四壁に沿って深土10cm前後のク

レーター状の在みが連続する如く存した。

（図版17,第73凶） 両袖部分は壁高に比して残りが悪いが，甕を転用した文＾脚はも

との状態で完形ですえ凶かれたまま仔した。支脚をtrl<箇所を若干掘りしぼめ，粘上を入れ込

んだ甕をそこに逆さに府いて，口緑閲辺に粘土を荏き付けて固定している。焚口幅80cm,奥行

85cmを測る。煙出し部分がややとび出す形状を示すが，そこは貨灰色粘上混じりの土を塗りこ

カマド
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第72図
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1. 黄灰色粘土少菰混入

濁褐灰色砂泥

2. 1より粘土多く混入

3. 灰褐色砂泥多批混入

淡黄灰色粘土

4. 談黄灰色粘土

5. 4の焼土化

6. 焼土・灰混じり層

7. 淡黄灰色粘土混入淡

褐灰色砂泥

8. 淡黄灰色粘土混入淡

茶灰色砂泥

9. 灰阿

10. 暗褐色砂泥・茶色粘

質土・淡黄灰色粘土混

じり

11. 暗灰褐色砂泥

12. 暗灰色砂泥

13. 濁灰色砂泥・焼土混

じり

14. 焼土

15. 5 Iこ焼土塊混入

16. 淡茶灰色砂泥
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第73図 45号住居跡カマド実測囮 (1/30)

めていた。カマド内部左袖寄りに火床面より 3cm程浮いて土製模

造鏡が出土した。他には土師器甕の破片が内部に，須恵器甕の破

片が右袖上面に，周辺に不明土製品 1があった。

出土遺物 （図版77,第74,75図）

遺物は極めて少ない。床面にも埋土中にも少ししかなかった。

カマド内より土製模造鏡 1,周辺から不明土製品が出土した。

須恵器 (1~3) 1•2 は床面に存した。 3 は口緑端部が打欠か

れている。他に高坪があり，これは47• 48号住居跡出土品と接合

した。また，坪蓋が90号住居跡のものと接合している。
第74図 45号住居跡カマド支

土師器 (4~10) 4 の高坪， 7• 9の甕は床面， 7はカマド周辺 脚実測図 (1/4)

の出土である。 5の支脚としていた甕は器高16.2cm。

この住居では，廃絶時にかなり徹底した片付けがなされたものと考えられる。 （伊崎）
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第75図 45号住居跡出土土器実測図 (1/4)

46号住居跡 （図版16,第77医）

47号住居跡を切り，溝 1にカマドの上面を切られる。床面の貼床はしっかりしていたが， 47

号住居跡との重複部分はやや窪んでいた。いが重複しているのは建て直しがあったのかもしれ

ないが確認しえなかった。Ps上面より土師器椀が出土している。

カマド 溝 1に切られ，両袖基底部のごく僅かしか残存しない。焚口付近に須恵器横瓶の破

片と土製支脚破片が存した。

出土遺物 （固版77,第76• 79医）

埋土中の土器は少なく，カマド周辺と床下層に主に遺物が存し

た。カマド左側の床面から手捏土器 1,下層から手捏土器破片が

出土している。また，床面から桃かと思われる種子が出土した（図

版114)。

須恵器 (1~4) 1•2 は床面近くから， 3は巳の近くの床下

層から出土した。 3は完形品である。 4はカマド焚口付近出土で，

焼成がややあまい。内面は同心円の当具痕があるが，その同心円

の弧線に直交した刻みを持つ当具も用いられている。胴部短径は

一言□
¥、こ／

゜
10cm 

第76図 46号住居跡カマド
支脚実測図 (1/4)
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27.1cmである。また，壺破片もあり ，28・29・86・87号の各住居跡出土品と同一個体と思われ

る。

土師器 (5~7) 5は床下層，6は床面近くからの出土である。 7はカマド内に残存してい

た支脚の小破片である。頂部径 9cm。二次火熱を受けている。 （伊崎）
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第77図 46号住居跡実測図 (1/60)
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47号住居跡 （図版16,第78図）

46・48住居跡に切られ％程しか残っていなかったが，46号住居跡の下暦に，この住居の下層

が現れたので規模の復原は可能である。カマドは北西辺にあったとして間違いない。下層の中

央上域はP,.p澗に存した。 Pふ下層にて確認できた。

出土遺物 （第79図）

住居自体の残存部が狭小である事もあって遺物は少ない。p3付近の床下附から出上した須

恵器高杯片は45・48号住居跡床面出土品と接合した。
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第78図 47号住居跡実測圏 (1/60)
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須恵器 (1) 埋土・中の出土である。口縁端部を一部打欠いている。他に甕の破片が 2点あっ

た。

土師器 (2~ 4) 
である。

2は床下層から， 3• 4は埋土中から出土した。 4はかなり細身のつくり

（伊崎）
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第79図 46~48号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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48号住居跡 （図版16,第80図）

47・49号住居跡を切り，50号住居跡に切られている。当初は49号住居跡との切合いが掴めず

南西辺は49号住居跡のものをそれとしていたが，床面に至って菫複のある事に気付いた。よっ

て出土遺物は混人した格好となるが， 49号住居跡の残存部分が狭小なので，図示したものは48

号住居跡のものとして大過ないと思われる。床面はかなり踏み固められていた。壁小溝は残存

部に殆ど巡っている。
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第80図 48・49号住居跡実測図 (1/60)
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（固版16・18・19,第83図）

のである。

50号住居跡

48 • 49号住居跡を切って営まれている。この住居は立野遺跡の中では最も残りのよかったも

この住居を廃棄した後，まず黒灰色土が壁際に斜めに流入し，次に黒色砂壌上が堆

積するのと併行して遺物の投棄がなされ始めている。そして，更に黄色粘土が投棄された時に

その後も黒灰色砂壌土の堆梢と併行して多くの遺物が投棄は，すり鉢状の窪みになっていた。
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5 鳳灰色砂墳土
6暗黒灰色砂壌土
7 黒茶褐色土
8黒褐色土
9 賀褐色土

第83図 50号住居跡実測図 (1/60)
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されている。つまるところ，かなりの量の土器等が投棄されて出土した。床面はしつかり固め

られており，床面上に 2~3cmの厚さで黒灰色土が帯状に認められるのは，本来何か敷いてあっ

たものが腐蝕した痕跡なのかもしれない。カマド対面には黄色粘土が壁側から内側へ傾斜を

もって床面にくつついて存した。壁小溝はほぽ全周する。下層に中央土塙はなく，カマド対面

粘土下には 2つのピットがみられた。

カマド（図版19,第84図） 立野遺跡の中では最も残りが良かった。焚口幅47cm,奥行67cm程

で天井部の一部が崩れかかりながらも遺存していた。黄灰色粘質土を基調とした粘土でつくら

れている。煙出しは奥壁が火床面から15cmばかり急傾斜で立上った後，外側へ屈折してのびて

ゆく。上面で確認した煙出し部の孔径は15~20cmであった。

左袖に寄りかかって完形の甕 1, そのやや手前に甕底部破片，その左側に脚台を手前に向け

て横倒しになった完形の脚台付甕，更にその左に中型の甕が横位にて出土した。執れも土師器

である。但し，脚台の付いた甕は検出後の写真・実測以前に何者かに持ち去られてしまった。

また，左袖の斜め南前方の床面上に作業台に使用したと思われる石があった。他にカマド付近

にて鉢・脚台・手捏土器各 1点が出土している。
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4黄灰色粘土多温混入淡褐灰色砂泥
5 淡茶灰色粘土混入黄灰色粘土
6黄灰色粘土粒・焼土混入淡茶灰色砂泥
7黄灰色粘土混入暗灰色砂泥
8茶灰色砂泥混入褐色砂泥
9焼土混入灰層
10 9に黄灰色粘土混入
11褐色砂泥混入黄灰色粘土
12暗茶褐色砂泥
13灰白色粘土塊・焼土少最混入黄灰色粘土

娃醤魯認贋：慶告裟覇堅入盃塁靡璽嵐
16位壻饒喜蒻．荀小屈混入
17淡褐灰色砂泥
18暗灰褐色砂泥
19焼土少址混入黄灰色粘土
20黄灰色粘土混入灰白色粘土

第84図 50号住居跡カマド実測図 (1/30)
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出土遺物 （図版78~80,第85~88固）

上記のカマド周辺を除いて床面に存したのは，土師器坦 (32)・甕 (52) と手捏土器 (85)の

みで，他は多量の遺物が埋土中から出土した。通常の土器以外には，鉄器（鎌 1・手鎌 1・鏃

1)'砥石 1,手捏土器 6'把手状と不明の土製品各 1,桃の実らしき種子があった。

須恵器 (1~22) 全て埋土中の出土である。 3• 4• 8は胎土・焼成・ヘラ記号ともによく

似たもので， 79• 30• 28号の各住居跡からも同様のものが出土している。また，坪蓋・坪身・

壺・壺脚で他の住居跡出土品と接合，もしくは同一個体と認められるものがある。

土師器 (23~80) 23~32は精製品である。 43は脚台の付く小型甕で完形に近い。 32•52が床

面， 71• 56がカマド左， 38• 40がカマド周辺の出土で他は全て埋土中に存した。また，甕 2点

が27号住居跡出土品と接合した。 （伊崎）
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第88図 50号住居跡出土土器実測図④ (1/6) 
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51号住居跡 （図版20,第89図）

B
-

cl
 

◎
 

p
 

＼
 ニ3 p

 

9
.
I
 

0
-

ク
、．`

 

/• 

t

、

・O
}

e
◎
 

... 

◎¥ 

B' 

辛

゜ ~ ~ 
(:1>: 

iiE 
2m 

I. 暗黒灰褐色土 2. 暗茶鳩色土漉入黒褐色土 3. 黒茶渇色土

4. 暗茶褐色粘質t s. 3に灰色上少量混入 6. 黒渇色J:少量混入茶褐色粘冒土

7. 3に黒褐色上禍入 8. 4と黒鳩色上滉じり 9. 黒渇色土

10. 灰褐色上少量混入茶褐色帖貫土11.黒褐色土少量滉人黄褐色粘土 12. 暗黒褐色土
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第89図 51号住居跡夷測屈 (1/60)
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第90図 51号住居跡カマド実測図 (1/30)

21号住居跡より東 7mに位置し， 52号住居跡を切り 34号掘立柱建

物に切られている大型の住居跡である。平面形態は南東部隅が僅か

に張り出し気味となるが，略隅円方形を呈している。主柱穴の配置

も一般的である。壁小溝はカマド部・カマド対面を除き巡っており，

溝内に小穴がやや規則的に確認された。壁面にも小穴と略同じ位置

に杭状痕が認められた。カマド対面粘土は南東壁に沿って幅広く散

布している。床面は主柱間エリアが著しく硬化していた。床面上よ

り出土した遺物は僅かであった。床下層は明瞭な掘り込みではな<'

やや凹凸をなし主柱穴周辺から壁際に向って緩やかに下っている。

P3~凡間の略中央に p5が存した。

カマド（図版20,第90図） 北西壁略中央に付設されている。左袖

の大半を後世の柱穴で壊されていたが，支脚は円柱状土製品が粘土

で固定された状態で出土した。左袖外床面上より支脚として使用さ

れたであろう甕と叩石が出土した。
゜

10cm 

第91図 51号住居跡カマド
支脚実測図 (1/4)
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第92図 51号住居跡出土土器実測函 (1/4)
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出土遺物 （図版81,第91・92図）

総出土拭は少ない部類に属し，大半以上が埋土中より出土したものである。手捏土器 2点と

も埋土中より，不明土製品がカマド内及び埋土中より出土した。鉄器も埋土中よりの出土であ

る。

須恵器 (l~4) 坪蓋の 3は床面より， 1は床面下層より， 2と高坪の 4は埋土中より出土

した。

土師器 (5~19) 甕は中～大型が殆どで， 7・9と15がカマド周辺より出土したが他は埋土

中より出土した。甑の17は同一個体になると思われるが，口縁部周辺がカマド周辺部より，下

方がカマド内より出土した。高坪と思われる 6がカマド右袖内より出土したのは注目される。

精良な碗5は埋土中より，台付甕と考えれる 8は床面下層より出土した。 （武田）

52号住居跡 （図版21,第93固）
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1 6よりも賃褐色枯土多量に温入
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昌三量
第93図 52号住居跡実測図 (1/60)
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51号住居跡に切ら

れ， 53号住居跡にも
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且~ や小型の規模であ
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第94図 52住居跡カマド実測図 (1/30)

東辺寄りである。壁

小溝はカマド付設辺

とカマド対面を除き

2条存す。床面の硬

化は普通で，床面下

層はやや凹凸が見受

＇けられた。南西壁際

にやや深い土壊を検

出したが，所謂中央

土壊と同じ性格と推

測される。カマド対

面に粘土は認められ

なかった。

カマド（回版21,第

94図） 北西壁中央

に付設されている。

やや広範囲に潰され

た様相を呈して，粘

土及び焼土が散布し

ていた。火床面は

54X90cm程と推定さ

れるが，支脚は存し

なかった。煙道部は

火床面より粘土を貼

り付けて造られてい

た事が窺われる。な

ぉ，カマド内及び周

- 92 -
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第95図 52号住居跡出土土器実測圏 (1/4)
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辺部より出土した遺物は，一部を除き壁体内に埋め込まれていた可能性を有する。

出土遺物 （図版81,第95図）

総出土量は少ないが，坪や塊類の占める比率は他の住居跡より高い。有孔不明土製品が埋土

中より出土した。

須恵器 (1~4) 蓋類のみで全て埋土中より出土したものである。

土師器 (5~21) 5 ~12は精良品である。 6• 8• 10と12は磨滅が著しい。 9は略完形品で

南東部壁際の床面上より， 12はカマド内より出土したが他は埋土中である。 13~20の甕は， 19

が床面上で， 16が床面下層より出土したが他は埋土中より出土した。 21の甑も埋土中より出土

した。 （武田）

53号住居跡 （図版22,第97図）

52• 54• 55号住居跡を切り， 56号住居跡と隣接したやや大型の住居跡である。平面形態及び

主柱穴の配置は略正方形で整然としている。壁小溝はカマド部とその対面を除いて巡っている。

壁面はやや緩やかな勾配の立ち上りで，壁面に十数本の杭状痕が認められた。床面は主柱間工
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1m 
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1. 淡黄褐色粘質土

2. 黒褐色土混入淡黄褐色粘質土

3. 淡黄褐色土少量混入暗灰褐色土

4. 3に茶色粘質土混じり

5. 黒褐色土

6. 1が焼土化

7. 暗灰褐色土

8. 暗茶褐色粘質土

三
第96図 53号住居跡カマド実測図 (1/30)
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リアが特に硬化していた。床面下屈は起伏の乏しい掘り込みが存し南壁付近にやや深い 2基の

土壊を検出した。他の住居跡より類推するならば束側の土塙は54号住居跡に伴うであろう。カ

マド対面粘土は存しない。

カマド （囮版22、第96圏） 北西壁略中央に付設されていたが残存状態はあまり良くない。火

床面は46X75cmを計測したが両袖共に若干伸びると思われる。支脚は存せずカマド内外より出

土遺物も少なかった。
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出土遺物 （図版81,第100図）

総出土量は少ない方である。手捏土器と鉄器が埋土中より出土し，略完形の有溝円板が埋土

中と床面より 2個出土した。不明土製品も若千出土している。

須恵器 (1~10) 1~9は埋土中より出土したが大半が小破片である。 10は壺の蓋と考えら

れ，カマド周辺より出土した略完形品である。出自が明確な10が当住居跡の時期を示すであろ

う。

土師器 (11~20) 精良な高坪11は埋土中より出土した。甕類では15と18がカマド内より， 19

が床面上より， 14が床面下層より出土した。超小型の12も他と同じく埋土中より出土したもの

である。甑の19は床面上より，把手の20は埋土中より出土した。 （武田）

54号住居跡 （図版22,第99図）

55号住居跡を切り， 53号住居跡に約半分程切られた住居跡である。 53号住居跡下層より 2本

の主柱穴を検出し，主柱穴は略正方形に配置されている。壁小溝は他と同様になると推測され

る。床面は残存部分でやや硬化していた。 53号住居跡下層で検出された東側の土塙が当住居に

伴なう遺構と考えられる。

カマド（第98固） 北西壁中央に付設されていたが大半が壊れた状態であった。カマド内から

は甕のみが出土し，支脚は存しなかった。竪穴部外で壁際に PuとP,2を検出したが当住居跡に

伴う可能性を有する。これについては後の項で検討される。

/ 

1. 黄褐色粘質土

2. 黒褐色土少屈混入

黄褐色粘質土

3. 淡灰褐色土

4. 黒褐色土・茶褐色

粘質土混じり

5. 4 Iこ黄褐色粘土混じり

2.00m 

゜
1m 

第98図 54号住居跡カマド実測図 (1/30)
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出土遺物 （図版81,第100図）

総出土量は少ない。不明土製品も僅かに出土したのみである。

須恵器 (1) 蓋の 1のみで床面下層より出土したものである。

土師器(2~7) 甕類が殆どで 4がカマド内より出土した以外は埋土中よりの出土品である。

同一個体と考えられる甑の 6と7も埋土中よりの出土である。 （武田）

55号住居跡 （圏版22,第99図）

54号住居跡にカマド部も含め大半以上切られている。主柱穴は略正方形を呈し，やや大型規

模の住居跡と推定される。壁小溝も残存部分から他と同様になると思われる。床面は主柱間工

リアが特に硬化していた。床面下層はやや不明瞭な掘り込みが施されていたし，南東部隅付近

に深い土壊が検出された。 52~55号住居跡の床面下層より壁際で検出した土塙は，一般的な中

央土壊と大差なく，位置が相違するけれども同じ性格と考えられる。北西壁際に僅かな焼土が

認められたので，カマドは北西辺略中央付近に付設されていたのであろう。この付近の竪穴部

外に P12が存したが，これは54号住居跡と同じ性格の柱穴と考えられる；

出土遺物 （図版81,第101図）

大半以上喪失していることを考え合せれば出土量は多い部類に属する。不明土製品が僅かに

出土した。

須恵器 (1~7) 殆どが小片であり， 2• 4と5が床面下層より出土した以外は埋土中より

の出土品である。

土師器 (8~26) 8 ~11は精良な坪・高坪と婉である。 16 と 17は台付甕であろうか。 12•13•

15と17が床面下層より出土したが，他は全て埋土中の出土であった。 （武田）
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56号住居跡 （図版23, 第104図）

53号住居跡とは切り合いはなく， 57号住居跡を僅かではあるが切っている。平面形態・規模

はごく一般的であるが，主柱穴の配置は真正方形を呈する。壁小溝はカマド部とその対面及び

南東部隅付近を除き小穴を多く有して存する。床面は主柱間エリアとカマド対面遺構の周辺部

が硬化していた。竪穴部外には主柱穴の略延長上に柱穴を 5個検出したが，当住居跡に伴うか

否かは不明である。伴う可能性を有するので後の項で検討してみる。

カマド対面遺構（図版23,第104図） カマドの対面には全く粘土は認められなかったが，平

面形態長方形を呈する浅い窪みを 2個検出した。心心間72cmを計測し，壁際に面した方が緩や

かな傾斜の立ち上りをなす。埋土はボソッとした感じの黒色土であり，周辺部は著しく硬化し

た床面で差異は歴然としていた。形状及び状況などを考え合わせると何らかの入口施設の痕跡

ではなかろうか。当遺跡において 1例のみばかりか周辺遺跡にも類例は見受けられないので断

定する迄には至らない。竪穴部外の柱穴とも関連させながら後の項で考えてみたい。

カマド（図版23,第103図） 北西壁略中央に付設された残存状態普通のカマドである。両袖共

に他と比較して短いのは崩れた（壊された）のかもしれない。支脚は甕を倒立させ粘土で固定

したものである。

1. 茶灰色粘質土

2. 暗茶灰色粘質土

3. 暗褐灰色砂泥

4. 黄褐色粘質土

5. 褐灰色砂泥

6. 焼土混入暗褐色砂泥

7. 焼土混入暗灰色砂泥

8. 黄褐色粘質土（焼土化）

9. 暗灰色砂泥

10. 茶褐色砂泥・黄褐色粘土混じり

11. 焼土混入灰色砂泥

／
 

゜
10cm 13 

第102図 56号住居跡カマド支脚実測固 (1/4)
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出土遺物 （第105圏）

総出土量は少ない部類に属し，カマド内より不明土製品が出土した。

須恵器 (1~8) 小破片のみで全て埋土中よりの出土である。 8は壺の脚部であろう。

土師器 (9~20) 9と10は精良な坪と椀である。 11と12はやや荒い砂粒を多く含み一部成形

面を有するので蓋の撮みと考えた。 17と18は同一個体の甑でカマド周辺部より出土したが，他

は全て埋土中より出土したものである。 20の把手は 2個の刺突痕と一条の沈線があり，さも人

面を想起させ得る趣がある。 （武田）
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57号住居跡 （図版24,第106圏）

56号住居跡に切られて58号住居跡を切っている一般的規模の住居跡である。なお38号掘立柱

建物に切られていた。平面形態は方形を呈しているが主柱穴はやや歪んで配囮されている。壁

小溝は存しなかった。床面は主柱間エリアがやや硬化し．カマド対面の床面上に粘土が散布し

ている。床面下陪の掘り込みは判然としないが中央土塙は存した。

カマド （図版24) 北西壁中央に付設された残存状態不良のカマドである。両袖共に大半が崩

れており支脚も存しなかった。

出土遺物 （第111図）

総出土祉は少ない部類である。砥石と不明土製品が少し埋土中より出土している。

須恵器 (1~5) 小片ばかりで全て埋土中よりの出土である。 5は用の蓋であろう。
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土師器 (6~14) 6~8は精良な坪と高坪である。 8・10と11がカマド内よりの出土で他は

埋土中より出土したものである。 （武田）

58号住居跡 （図版24,第107図）

57号住居跡に切られ，約半分程が調査区外に伸展する。壁はやや緩やかな立ち上りで，壁小

溝は存しなかった。床面は普通程度の硬化である。北西部隅の床面上に倒立した甕が座位して

おり置合として用いられたと思われる。床面下陪で明瞭な掘り込みが認められた。カマドは存

しなかったが，57号住居跡に切られた可能性が大である。

出土遺物 （図版81,第111固）

総出土菌は少ないが，不明土製品が埋土中より僅かではあるが出土した。

須恵器 (1~ 4) 2は大きく歪んだ完形品であり 2ケ所片口状に窪みがある。 4は高坪の坪

身であろう。全て埋土中より出土した品である。

土師器 (5~9) 5は北西隅床面出土の精良な塊の完形品である。 7も略同じ場所より出土

したが，他は全て埋土中より出土した。 9は小さな器形の把手である。 （武田）
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第107図 58号住居跡実測図 (1/60)
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59号住居跡 （図版24, 第108図）

57 • 58号住居跡と隣接し39号掘立柱建物に切られ，大半以上が調査区外に伸展する。壁面は

緩やかに立ち上り，壁小溝は存しなかった。床面は普通の硬化度であり，やや不明瞭な床面下

府の掘り込みである。

カマド （第109図） 北西壁中央に付設されているが後世の柱穴などで大半以上壊されている。

支脚は甕を倒立し粘土で固定させて使っていたと思われるが，廃棄時に壁面の方へ押し倒した

状況である。これもカマド祭祀行為の一つと考えられる。

出土遺物 （図版81, 第

110 • 111図）

出土足は僅かであった。

須恵器 (1) 坪蓋の小片

で埋土中より出土した。

土師器 (2~4) 器種は

甕のみで2は支脚に用いら

れていた。他は埋土中より

出土した。 （武田）
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第108図 59号住居跡実測図 (1/60)
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l淡茶灰色粘貫上

2暗灰色砂泥

3 褐灰色砂泥

4 灰褐色砂泥 （上ガに覺土混入）

5茶灰色砂泥

6茶灰色砂泥・貴褐色帖土混じり

゜
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策109図 59号住居跡カマド実測図 (1/30) 第llO図 59号住居跡カマド支脚実測図
(1/4) 
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60号住居跡 （図版25~28,第112図）

密集した周辺四方の住居跡群と好対照に， 61号住居跡と共に 2棟が隣接して悠然と した證を

醸し出している。 平面形態と主柱穴の配誼は歪んだ長方形を呈し，覆土が黒色土の住居跡であ

る。壁面は緩やかな立ち上りであり，壁小溝は東辺のみ存する。カマドは北壁中央に付設され

ており，その対面には粘土の高まりが存した。床面上には使用時の状況が把握出来る程に原位

置を略保って遺物が多く出土した。主柱間エリアがかなり硬化していたが．主柱間エリア外は

芯
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饒112図 60号住居跡実測図 (1/60)

1 貴褐色粘土混入茶灰色砂泥
2 褐茶色砂泥

3 茶色粘貫土少量涎入褐色砂泥
4 茶灰色粘質土

5 暗茶褐色砂泥

6 費茶色粘貫土 ・褐色砂泥混じり
7 淡贄褐色粘土

8 茶色粘貫土少量混入淡褐灰色砂泥

9 暗灰色砂泥 ・茶色粘質土誕じり
IO 暗灰色砂泥

11 褐灰色土粒混入茶色粘質土
12 8 Iこ賀褐色粘土少量嚢入

13 Iに褐色土混入
14 暗褐色砂泥
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やや柔らかい床であった。床面下層には明瞭な掘り込みが壁沿いに巡り，中央土壊も P1~P2間

寄りに存した。なお南西隅部で壁際より竪穴部外に掘りこまれた袋状を呈する土壊を検出した

が，当住居に伴うか否かは不明である。

カマド（図版27•28, 第113図） 床面上の遺物出土状況と同じく使用時の様子が窺える状態で

あった。検出時点の状況は両袖内に土器片がぎっしりと詰り，左袖上に土玉が認められた。カ

マド内の土器はまず甑 (63)があり，口縁部西向きで押し潰れた状態であった。その下方より

口縁部が東向きの甕 (57)が続いて出土した。甑と甕は口縁部及び底部の向きを違えながら折

り重なり出土し，自然的作用（カマド掛口部に西側より作用した力が加わったと推測される）

により倒れたと思われる。これらより更に下方から甕 (22) を倒立させ粘土で固定した支脚を

検出した。支脚と略同じ層より肩部以下を打ち欠いた甕 (21) が出土したが，これは器高調整

用として支脚の上に置れていたと思われる。 (21)の甕と同じレベルで焚口部付近の粘土中より

不明土製品 (60-Mで M10,M12, M1a)が多く出土した。それらの下方灰層内より (60-M叫

の不明土製品も出土している。

カマド本体は，火床面が74X48cmの長方形，袖部長さ95cmで幅38cmの最大値などを計測する。

両袖共に壁際及び内側から主に粘土でもって積み上げられていた。なおカマド内より出土した

甕 (24, 27) と袖内出土の甕 (23) は袖部の補強用として埋め込まれていたと思われる。

以上，検出時より解体時迄を順に従って大雑把に説明したが，ここで若干補足説明する。出土

時に甑 (63) と甕 (57) はセットとして使用されていたと考えられた。これらを復元した後に

甑を甕の上に乗せてみると，甑の底部が甕内に 4~5cm程しか納まらなかった。案外動いたり

揺れたりしないので使用出来ないとは思えないが，カマド周辺部より出土している甕(60,61) 

の方を用いたと考えるのが合理的であろう。甕 (57) が使用された後に甑を置いていたとも考

え得る。不明土製品については，灰層内より出土した品は日常用いられたと考えられる。その

他のカマド内より出土した品は土玉と同様カマド壁体内に存した可能性が強いであろう。カマ

ド本体については，左袖が略旧態の長さ及び基底部の厚みと考えられる。また出土状況及び崩

れたカマド内の粘土より，掛口部のカマド壁体の厚みは約10cm程度となる。このカマドに関し

ては，カマドのあり方及び祭祀の項で詳細に検討されるので，この程度の説明とする。

カマド対面粘土及び土壊（第113図） 当住居のカマド対面粘土は他の住居跡と比較するとさほ

ど崩れた様相ではなく，段状ないし粘土の高まりと思われる。この粘土上面に甕 (37• 53) と

砥石が貼り付いて出土した。粘土下方より不整形な土壊（窪み）を検出し，粘土層内及び土壊

内よりやや多めの土器が出土した。土器の大半以上が甕の破片であったが，精良な塊 (12) が

含まれていた。これら出土土器と粘土層内にやや多く焼土が混入していたことが，カマド対面

粘土及び土壊の性格を考える上で重要な問題点となるであろう。この件も後で述べることにし

たい。
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南西部竪穴部外土壊（第113図） 当初は住居跡に伴わないと考えていたが，床面まで掘り下げ

た時に貼床が途切れていたので伴う可能性も出て来た。埋土は主に黒色土が充填していたが，

住居跡の埋土とさほど大差はなかった。貼床が途切れていることで住居跡よりも新しい可能性

は残っているけれども，竪穴部外に居住空間の拡がりを持つ可能性がある住居跡もあり，上記

のことを考え合せて伴なうかもしれぬと判断し図示した。当土壊は二段掘りで袋状を呈し，・大

半以上竪穴部外に存する。出土した遺物は甕の破片のみである。この種の土壊を有する住居は

当遺跡にはなく，近隣及び北部九州にも類例は少ないと思われる。伴う遺構なら貯蔵穴の可能

性が大であるけれども，後々の課題として行かねばならない。

遺物出土状況 （図版27• 28, 第113図）

当住居跡床面上の出土状況は使用時の面影を残しているので，後項で検討されるので概略を

述べるに止めたい。出土状況を大別して，カマド周辺部・カマド対面周辺部と主柱間エリアの

三つに分けられる。各所の出土数は表（第 1表）に記している。先ずカマド周辺部では圧倒的

に甕・甑類が多く出土した。 (45) と (50) は置台として機能していた。 (55) と (58) は壁面

に先れて座位し， (56)は15cm程底部が埋め込まれて正立している。この三個の甕は貯蔵用具と

して使用されていたのではあるまいか。カマド左袖外の窪みにも甕が置かれていたかもしれな

い。その他では (25)が完形品であるが，これ以外は押し潰れ重なりあった状態で出土した。

これらよりカマド左側は貯蔵ないし物置的空間と推測された。カマド対面周辺部でも甕類が多

く出土した。甕以外では粗製の碗 (16) と精製の用(15)のみである。倒立して座位する甕(17)

も (45)・(50) と同様な置台であろう。すぐ傍には (52) などの大甕が出土している。この空

間も貯蔵ないし物置の場所として使用されていたであろう。カマド左側とは出土量も大いに異

なるので違った機能を果していたかもしれない。主柱間エリアは精良な供献用土器が多く出土

したのが特徴である。主柱間エリアに土器を置くことは不合理と考える（後項の「居住空間の

使用法」で述べるので省略する）ので，廃棄時に祭祀行為が営まれたのか投棄されたものなの

か，あるいは棚が存しそこに置かれていたものが落ちたのかは判然としない。

第1表 60号住居跡出土土器器種一覧

~ 
須恵器 土 師 器

坪蓋坪身
甕

甑 坪 塊 鉢 坦 高坪大型 中型 小型

埋 土 2 1 1 1 1 1 

カマド周辺 14 7 1 1 1 1 

主柱間エリア 3 4 1 2 1 5 

カマド対面周辺 5 3 1 1 

力 マ ド 内 1 4 1 
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1. 焼土

2. 暗灰色砂泥

3. 淡黄褐色粘土

4. 暗灰褐色砂泥

5. 暗灰色砂泥少最混入茶褐色粘質土

6. 5に焼土少量混入

7. 焼土少量混入茶褐色粘質土

8. 焼土・茶褐色粘質土少量混入灰色砂泥

9. 灰褐色砂泥・茶色粘質土混じり

10. 9に黄褐色粘土混入

11. 黄褐色粘土・茶色粘質土混じり

12. 焼土少厖混入淡灰褐色砂泥

13. 褐色土少黛混入暗灰色砂泥

14. 暗褐色砂泥

15. 焼土少鷺混入灰白色粘土

16. 暗灰色砂泥・灰白色粘土混じり

17. 灰白色粘土少量混入焼土

18. 暗茶色粘質土

19. 暗茶褐色砂泥 ． 

20. 褐色砂泥・黄褐色粘土混じり

21. 暗茶色砂泥少童混入暗灰褐色砂泥



出土遺物 （図版82~85, 第114~119圏）

出土状況の項で述べられなかったことを記す。埋土中より紡錘車，床面上 1~5cmで手捏土

器，床面上より砥石が 2点とカマド内より剣形土製品が 3点出土している。不明土製品も若千

埋土より出土した。

須恵器 (l~3) 

土師器 (4~64) 

全て埋土中よりの出土である。

床面上よりの出土品は図示している。それ以外は埋土中より出土した。

（武田）
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61号住居跡 （囮版25,第120圏）

60号住居跡のすぐ東に，切合い関係がなく単独で存在する。東西にやや幅広の方形プランで，

埋土は黒褐色砂質土であった。西壁中央付近にカマドが付設されていたが完全につぶれ図示出

来なかった。粘土を張って踏み固められた床面には柱痕が見え， 4主柱穴のプランは住居跡の

それと異なり南北に幅広の方形プランを呈する。カマド対面で床面との間に黒色土を挟んで黄

白色粘土を検出した。また，床面下では掘り込みが途切れずに全周し，やや北に偏して中央土

塙を検出した。
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第120図 61号住居跡実測図 (1/60)
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出土遺物 （固版86,第121圏）

およそ100個体分程の土器が出土したが，その殆どが埋土中からの出土で，須恵器は全体址の

約 1割を占める。手捏土器 1と不明土製品・耳環 1が埋土中から出土した。またスラッグが 2

点あり， 1は埋土中にあった壺 (7)の中から，他の 1は床下陪でP,のすぐそばから出土し

たc

須恵器 (1~7) 坪5は完形品でカマドの左側の床面上で横転した状態で検出した。他は埋

土中からの出土品で， 7を除いて反転復原図である。 7の体部下半内面にはスラッグによる鉄

銹が付着している。

土師器 (8~16) 甑15は小破片となってカマドの左側の床面上から出土した。他は埋土中か

らの出土である。 9 • 10の小型の甕は支脚として使用し，廃棄したものと思われる。 （児玉）

62号住居跡 （図版29,第122図）
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61号住居跡の南 3mに位置し， 40号掘立柱建物に切られたやや小型規模の住居跡である。平

面形態は少し歪み，主柱穴の配置も若干東偏している。壁面は緩やかな立ち上りをなしている

が，壁小溝は存しなかった。床面では主柱間エリアがかなり硬化している。床面下層の掘り込

み及び土壊はあまり明瞭ではない。

カマド 北西壁中央に付設されていたが，かなり潰された状況で粘土が広範囲に散布してい

た。両袖の基底部のみが残存し，支脚も存しなかった。

出土遺物 （図版86,第123図）

総出上量は少なかった。不明土製品は埋土中よりやや多く出土し，盤状土製品も床面より出

土している。

須恵器 (1・2) 1は床面上より， 2は埋土中より出土した小片である。．

土師器(3~10) 5と6がカマド内より， 9が床面より出土したが他は埋土中より出土した。

3~5は精良な坪と高坪である。 6は内外面共に二次火熱を受けているので，支脚として用い

られたのであろう。 8と9は同一個体と考えられる。 （武田）
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63-78号住居跡群の概要 （図版30,第124• 125図）

当遺跡中で最も多く切り合った住居跡群である。古墳時代後期の住居跡が方形プランを呈す

ることを念頭に置き，上面での検出作業を行った。けれども正確に全体像を把むことは出来な

かったので，セクションを設定し試掘坑を掘り下げていった。その結果大まかに把握出来たけ

れども，検出面で一部住居跡の床面が喪失していたことで正確に把握するのは困難であった。

それら不明な部分を発掘区の土層固で補うしか方法が無かった。

63~66• 72~7 4号住居跡の床面レベルは大差なく，重なり合った状況を呈した。 67~71号住

居跡では，新しい住居跡がより深く掘削され，古い住居跡は殆ど旧態を留めていなかった。両

グループが対称をなしているのは注目される事象ではなかろうか。この件に関しては，種々問

題が存するので後日に期したい。なおこの住居跡群の主柱穴を図面上のみで確認したのも一部

含まれており，また74号住居跡の如く問題を卒んだ住居も存する結果となった。

以上より下の図の様な先後関係となる。

（古） 77ー→ 76 （新）

＼ 
78ー→75一71一70一69一67一68一64一72一65

79/  r 

63一66一74 73 

これら古墳時代後期の住居跡群の下層より，平面形態長方形の柱穴を多く検出した。これは

弥生時代の掘立柱建物であり，詳細はC-2で述べられるので図示するに留めておく。

（武田）

-121--



63号住居跡 （図版30,第126図）

大部分が調査区外に伸展し，かつ66号住居跡に切られているので殆ど不明である。床面が存

したことと南壁土層観察より住居跡と確認した。カマドは存しなかったが，調査区内西寄りに

焼土が若干確認されたので少し西に付設されていたと思われる。

出土遺物 （第128図）

出土したのは土師器の小片が僅かで，図示出来たのは甑と思われる 1のみである。 （武田）
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64号住居跡 （固版30,第127図）

65号住居跡に大半を切られ，約％が調査区外に伸展する，中型規模と推定される住居跡であ

る。検出時に床面の一部が喪失しており ，床面下門にも明瞭な掘り込みは認められなかった。

カマドは北西壁に付設されていたが，堆積状況と焼土範囲より左袖が基底部まで壊れたものと

思われた。

出土遺物 （第128固）
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第125図 68~72号掘立柱建物配囲図 (1/100)
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残仔状態が悪いので出土批も少なかった。不明土製品が 1点出土している。

全て小片である。 1は床面より ，須恵器 (1~ 4) 

り出上した。

土師器 (5~14) 11が床面より，

2と4がカマド周辺より， 3が埋土中よ

4 • 6・10と12がカマド周辺より出土し．他は埋上中から

出土した。

う。

8は56号住居跡より出土した蓋の撮みと同様である。 13は小型の器種の把手であろ

（武田）
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第126図 63・66・74号住居跡実測図 (1/60)
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I. 絣作土

2. 焼土少量浪入暗灰色t
3. 灰褐色砂泥

4. 茶色粘賣土少量混人暗灰渇色砂泥

5. 暗灰褐色砂泥

6. 4に賀褐色粘土涵入

7. 灰色上少量混入貞褐色粘土

8. 暗茶褐色砂泥

9. 茶褐色粘買土

10. 9と黄褐色粘上混じり

ll. 暗茶褐色砂泥

12. 渇色土少量混入茶色粘質土

13. IIに燒土少量混入

14. 黒渇色砂泥

15. 暗褐茶色粘賢上

16. 15と賃褐色帖上混じり

17. 黄褐色帖土少量涎入褐茶色粘質七

18. 暗褐色土 ・黄褐色粘上混じり

19. 茶色粘質土 ・黄鳩色粘土涵じり

第127図 64 • 65 • 72 • 73号住居跡実測図 (1/60)
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65号住居跡 （図版30,第127図）

約半分程が調査区外に伸展し，北東部隅を新しい土塙に切られている。主柱穴間より類推す

るとやや大きめの住居跡となろう。床面はかなり硬化していたが，床面下層の掘り込みは明瞭

ではなかった。カマドは北西壁中央よりやや西寄り、に付設されていたが，残存状態不良で支脚

も存しなかった。

出土遺物 （第128図）

出土量は少なく須恵器は出土していない。スラッグが埋土中より出土し，不明土製品も僅か
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第128図 63~66号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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ではあるが埋土中より出土した。

土師器 (1~3) 精良な高坪の 1は床面より，甕 2と3はカマド周辺下層より出土した。

（武田）

66号住居跡 （図版30, 第126図）

大半以上を64• 67• 74号住居跡に切られている。主柱穴は検出時の層序を基に図面上で考え

たのを圏示したが， p孔ま74号住居跡が深く掘られているので無くなったと思われる。しかし74

号住居跡の形態及び主柱穴の配置に若干疑問が残るので， 74号住居跡の主柱穴としたが本住

居跡に伴う可能性も存す。床面はあまり硬化していなかった。床面下層には明瞭な掘り込みが

壁沿いに巡っている。カマドは切られて存しない。

出土遺物 （第128図）

土師器の小片のみ出土した。不明土製品も埋土及び床面下層より僅かに出土している。

土師器 (1~4) 2が埋土中よりの出土品で，他は床面下層より出土した。 1は精良な高坪

であろう。
（武田）

67号住居跡

（図版30,第130図）

1. 黄褐色粘質土

2, 暗灰色土少益混入

黄褐色粘質土

3. 黒褐色土・

黄褐色粘質土混じり

4. 灰褐色土・

黄褐色粘質土混じり

5. 淡褐色土・

淡黄褐色粘質土混じり

. 6. 3に茶褐色粘質土混じり

7. 1の焼土化

I 
三 22.00m 

゜
1m 

第129図 67号住居跡カマド実測圏 (1/30)
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64・68号住居跡に切られているが中型規模の住居跡と思われる。平面形態は東辺が僅かに脹

らんではいるものの主柱穴配阻と同様に略方形を旦する。咽小溝はカマド部周辺を除き巡ってい

た。カマド対面に粘上は認められなかった。床面は主柱間エリアが硬化していた。床面下粕に

はカマド部を除いた明瞭なコ字状の掘り込みが壁沿いに存した。

カマド （岡版29,第129関） 北西壁中央に付設されていたが支脚は存しなかった。煙道部には

壁面に粘土を貼り付けた痕が品められた。周辺部より若干の土器が出上している。

出土遺物 （圏版86,第132図）

出土砒はあまり多くない。棒状上製品が埋土中より，不明七製品も店干出土している。検出時

に67・68号住居跡より手控土器と有溝円板が出上した。
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第130図 67号住居跡実測図 (1/60)
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須恵器 (1~ 4) 
土師器 (5~10) 

4がカマド周辺より出土したが，他は埋土中より出土した。

6はカマド周辺， 8は床面下図より出土し他は全て埋土中より出土した。

5は精良な坦であろうか。

か。

6は二次火熱が内外に認められるので支脚に用いられたのであろう

（武田）

68号住居跡 （図版30,第131図）

新しい土墟と64・65号住届跡に切られてはいるものの概ね一般的規模の住居跡と推定される。

一部少し掘り過ぎたが，平面形態と主柱穴配置は台形状を呈する。壁小溝はカマド周辺部を除
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いて巡っている。床面は主柱間エリアがかなり硬化していたが，その外は普通である。床面下

層には東側の一部で途切れるものの壁沿いに明瞭な掘り込みが存したが，中央土壊は存しな

かった。

カマド（図版29,第133図） 北西壁中央に付設されていたが支脚は存しなかった。カマドの規

模及び形態は一般的である。左袖外に完形の椀と脚付婉が床面上に存した。カマド祭祀が営ま

れた可能性を有す。

出土遺物 （図版87,第132固）

総出土量は一般的と言ってよい。把手状土製品が埋土中にあり，不明土製品も若干出土して

いる。•

須恵器 (1~ 5) 殆どが小片であり， 1が床面， 2と4がカマド周辺床面， 2が床面下層，

5が埋土中より出土した。

土師器 (6~16) 精良な坪・塊及び高坪が比較的多く出土した。 6•7•11 と 13がカマド周

辺より， 15が床面上より， 16が床面下層より出土したが，他は埋土中よりの出土品である。

（武田）
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第133図 68号住居跡カマド実測固 (1/30)
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69号住居跡

大部分を67号住居跡に切られ，70号住居跡を切っているが，62号住居跡との切り合いはない。

残存する部分及び主柱穴の配憤などより類推すると一般的な規模 となろう。主柱穴は68号住居

（園版30,第134図）

下層で検出し略方形を呈する。壁小溝はカマ ド周辺を除き巡っている。床面はさほど硬化して

いないのは主柱問エリア外であり首肯ける。カマ ドは北壁中央に付設されていたが，現代溝で

全んど壊されており袖の基底部が僅かに残っただけである。カマド左側の床面上に若干の土器

が出土した。床面下層には明瞭な遺構は存しなかった。竪穴部外にP11とP12を検出したが，54

号住居跡 と同じ性格を有する柱穴であろう。
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出土遺物 （図版87,第136固）

出土量は少ない部類だが，坪類が比較的多く出土した。埋土中より有溝円板と不明土製品が

出土している。

須恵器 (1~6) 坪類の破片ばかりで， 6が床面より出土したが他は全て床面下層より出土

した。

土師器(7~14) 7は床面より出土した精良な塊の完形品である。 8はP1内より出土したが

築造時の所産と思われる。 10は床面上より出土した脚付の塊であろう。 12と13は床面出土で，

9と14が床面下層より出土した。 （武田）

70号住居跡 （図版30,第135図）

67~69号住居跡に殆ど切られている。主柱穴配置と床面下層の掘り込みより類推すると中型

規模の住居跡であろう。壁小溝は存しなかった。カマドは北西壁に付設されていたが， 69号住

居に大半以上壊されていた。竪穴部外柱穴P12も当住居跡に伴うかもしれない。床面はやや硬化

していたし，床面下層に明瞭な掘り込みが存した。

出土遺物 （図版87,第136図）

出土量は少なかった。床面下層より土玉と不明土製品が出土した。

須恵器 (1~4) 坪身のみが出土した。 1と2が床面下層より， 3と4が埋土中より出土し

た。

土師器 (5~6)

土した。

5は床面より出土し， 6は丁寧なつくりの鉢と思われるが床面下層より出

（武田）

71号住居跡 （図版30,第135図）

68• 70号住居跡に殆ど切られて東壁部の一部しか残存しないが， 75号住居跡を切っている。

主柱穴配置は一般的であり，これより類推すると中型規模の住居跡であろう。壁小溝は存しな

かった。床面下層は凹凸が著しく掘削痕であろう。

出土遺物 （第136図）

殆んど出土しなかった。不明土製品も 1点だけ出土している。

土師器 (l•2) 図示出来たのは 2点のみである。 1は坪であろうし 2は甑と思われ，埋土

中より出土した。 （武田）
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72号住居跡 （第127図）

65号住居跡下層より検出し， 64• 74号住居跡を切っている。壁小溝が存したので住居跡とし

た。殆どが調査区外に伸展するので，概ね不明な住居跡である。下層よ｀り D3を検出したが当

住居跡に伴うか否かは不明である。出土遺物も土師器甕の小片のみで，國示出来るものはなかっ

た。 （武田）

73号住居跡 （第127図）

65• 72号住居跡に切られ，殆どが調査区外に伸展する。壁小溝と床面を確認したので住居跡

とした。 72号住居跡と同様に殆どが不明である。

出土遺物 （第136図）

土師器の小片が出土しただけである。

土師器 (1~ 3) 全て床面直上で出土したものであり， 3は精良な坪であろう。 （武田）

74号住居跡 （第126図）

64• 65住居跡の下方より検出したが， 63• 66号住居跡よりは新しい。床面とその上方僅かし

か残存せず，カマドも67号住居跡に削平されたと考えられる残存状態不良な住居跡である。主

柱穴は壁際の 4本としたが，当遺跡でこの種の柱配置をなす住居跡はなく問題を卒む結果と

なった。しかし一般的な位置を精査したのであるが存しなかった。もし図示した主柱穴が66号

住居跡に伴う場合は，当住居跡の主柱穴は床面土に据えられていたとしか考えられない。どち

らの場合でも当遺跡では不合理であり，後日の課題としたい。床面は全体的に硬化していた。

壁小溝は東西壁際に 2条存した。床面下層には明瞭な遺構は認められなかった。

カマド対面粘土及び土壊南西壁中央部にさ程厚くはないが粘土が散布していた。その下方に

不整形な土壊を検出したが浅い二段掘りである。壊内及び周辺より甕(6)が，上端部で高坪(2)

が出土したが，残存状態を考え合せるとこれらの土器は粘土内に存したと思われる。

出土遺物 （図版87,第136図）

残存状態不良な住居跡にしては多く出土した。鉄製刀子が床面上より，手捏土器が床面直上

より出土した。不明土製品で布目痕を有するものなどが床面下層より出土している。
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須恵器 (1) 柑の蓋と考えられ埋土中より出土した。

土師器 (2~6) 3は土壌内より出土した杯であろう。他は床面上より出土 した。 4は脚付

碗であろうし， 2は精良な高坪である。 （武田）

75号住居跡 （固版30,第137図）

68・71と76号住居跡に切られ，78号住居跡を切り調査区外に若干伸展する住居跡である。壁

小溝は存せず，床面の硬化は一般的である。床面下陪には明瞭な掘り込みが認められ．南西隅

の落ち込みは土塙状を呈する。
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カマド 北壁中央部に付設されているが，後世の柱穴などで壊され残存不良である。支脚は存

しなかった。火床面は65cmの隅円方形を呈するが両袖共に約半分程が残存していると推定され

る。

出土遺物 （第139図）

出土量は少なかったが坪類が比較的多い。

須恵器 (1~4) 1が床面下層より， 2が床面より出土し他は埋土中より出土した。 4は高

坪と思われる。

土師器 (5~9) 6と8はカマド周辺より出土した。 6は精良な塊であろうか。 8は著しく

二次火熱を受けているので支脚として用いられたかもしれない。 5は柱穴内より出土した坪で

あろう。 7は精良な鉢で埋土中より， 9は床面下層より出土した。 （武田）

76号住居跡 （図版30,第137図）

75• 77と78号住居跡を切っているが，大半以上は調査区外に伸展する。壁面は略垂直に立ち

上り，壁小溝は存した。カマドは人為的に壊された様相を呈し，両袖及びその基底部すら判別

出来ない程であった。粘土と焼土が広範囲に散布しており，一種のカマド祭祀行為とも考えら

れる。

出土遺物 （第139図）

僅かな出土量でその殆どが小片であった。

須恵器 (1~3) 1は床面下層より出土した。 2と3は埋土中より出土し， 3は高坪の脚部

であろう。

土師器 (4~ 6) 小片ばかりであり，床面上より出土した。 6は甑であろう。 （武田）

77号住居跡 （第138図）

76号住居跡に切られ調査区外に大半以上伸展する全く不明な住居跡である。壁面は略垂直に

立ち上り，壁小溝も僅かではあるが検出した。カマドは削平されたと考えられ存しなかった。

床面下層にはやや深い掘り込みが施されている。

出土遺物 （第139図）

土師器のみが少量出土した。

土師器 (1~4) 1は精良な坪で埋土中より出土し， 2~4は床面下層より出土した。

（武田）
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78号住居跡 （第138閑）

西北部を75~77号住居跡に切られ，約半分程が調査区外に伸展する。壁面はやや緩やかな立

ち上りで，壁小溝はカマド周辺を除き巡っている。床面は一般的な硬化を示し，床面下層には

明瞭な遺構は認められなかった。カマドは北壁中央に付設されていたが，後世の柱穴や75号住

居跡に削平されて右袖の一部しか存しなかった。

出土遺物 （第139図）

出土菰は少なかった。不明土製品が埋上中より出土している。
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第138図 77・78号住居跡実測図 (1/60)
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須恵器 (1~3) 1は床面下層より， 2と3は埋土中より出土した小片である。

土師器 (4~7) 7が床面下層より出土し他は埋土中より出土した。 4はやや粗製な鉢の底

部であろう。 （武田）
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79号住居跡 （図版31,第140図）

調査区のほぼ中央に位四し，80・82号住居跡を切り70・81号住居跡に僅かに切られる。また，

東壁側を溝 1が南北に縦断している。 プランは逆台形を呈し， 貼床面には P1を除いた 3本の

主柱痕が残る。カマド対面には灰白色粘土が床面との間に黒色土を挟んで堆積していた。貼床

を剥がしてはないが，床面下の構造は他の住居跡と同様であろう。

カマド 住居跡は逆台形プランを呈し，その最長辺（北壁）のほぼ中央に付設されている。住

居の壁高が低い為遺存状態は良くない。支脚は検出しなかった。
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出土遺物 （第141図）

45個体分の土器片を検出し，そのうち須恵器が10個体分を占める。

須恵器 (1~5) 小片の為反転復原図である。坪身 4の口唇部は上端に面を有する。カマド

内出土の坪蓋 1を除いて他は埋土中がら出土した。

土師器 (6~12) 全て小片の為反転復原図である。 6• 8 は精製土器である。 6•11 ・ 12はカ
マド内， 10は床面下層， 7~9は埋土中からの出土である。 （児玉）

80号住居跡 （図版31• 32, 第142図）

調査区のほぼ中央に位置し，西壁を79• 81号住居跡に，南東隅を 4 号土壊• 43号建物に切ら

れている。カマドは西壁中央部に付設されているが遺存状態は良くない。カマド対面の東壁よ

りやや北に偏して，住居内への‘‘入り口,,と考えられる遺構が存在する。この遺構は南北約0.8
m, 東西 Im程の略長方形を呈し，深さは20cm程でこの底面と住居床面レベル差は僅かしかな

い。埋土は暗褐色系のもので粘土は存しない。この遺構に接続して住居内に灰白色粘土が検出

され，粘土を使って入口を構築し，住居廃棄時に入口が倒壊したものであろうと推測される。

また，カマド対面のこの粘土下には不整形の小形の土塙が存在する。踏み固められた貼床面に
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は4本の主柱痕が残っている。また，床面下のほぽ中央に中央土壌が存在する。貼床を完全に

めくつてはないが，周壁に沿って掘り込みが巡っているだろうと思われる。

カマド 先述のように，遺存状態が悪く ，右袖の全部と左袖の前半部を欠失する。

出土遺物 （歯版88, 第143閑）

須恵器の 2個体分，上師器34個体分の破片と砥石が 1点出土している。カマド周辺にて桃か

と思われる実が出土した。また，不明土製品も出土している。

須恵器 (l) 埋土中からの出土で，反転復原圏である。肩には灰をかぶっている。
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土師器 (2~ 13) 4• 6• 12はカマド対面の土壊から， 8~10はカマド対面の粘土とともに，

11はカマド周辺から，他は埋土中からの出土である。 13は小片ながら土製の円柱状支脚で，立

野遺跡では出土例が少ない。 2は精製土器である。 （児玉）
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81号住居跡 （図版31,第144図）

調査区のほぼ中央に位置し，79・80・82・83号住居跡を切り ，束半部を溝 1に切られる。略

台形を呈し，最短辺の北壁にカマドが付設されていたが，溝 1によって破壊されている。 カマ

ド対面に床との間に薄く黒色土を挟んで灰白色粘土を検出した。床面を完全に鉗」がしたわけで

はないが，やや東に偏して床面下の中央土壊を検出した。

出土遺物 （図版88,第145図）

108個分の土器片を検出し，そのうち須恵器は34個体である。須恵器甕の口縁部でPl234出土
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品との同一個体資料がある (B-4参照）。他に砥石が 1点出土している。

須恵器 (1~17) 全て埋土中からの出土で， 9を除いて他は反転復原医である。 17は壺のロ

縁部小片である。

土師器 (18~31) 18は床面， 21は床面下層，他は埋土中からの出土である。 18~21は精製土

器で，22もそれに近い。 23は二次火熱を受けている。 （児玉）

82号住居跡 （図版31,第146因）

／ 
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第146図 82号住居跡実測図 (1/60)
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79号住居跡とほぽ重なり合った状態で切られ，79号住居跡の北西隅に僅かに顔を出している。

が幸いに，79号住居跡の下層に床面と僅かな壁が遺存し，ほぽ方形のプランを確認出来た。床

には 4本の主柱痕が残り，北西壁中央にカマドを設置していた。カマド対面には床面との間に

黒色土を挟んで黄灰色粘土を検出した。

カマド 北西壁ほぼ中央に設置される。 79号住居跡に切られる為遺存状態は良くない。

出土遺物 （第148囮）

土師器ばかり 11個体分の小片が出土している。

土師器 (1~3) 1は床面出土， 2は床面下層， 3は P、埋土中からの出土である。

（児玉）

83号住居跡 （図版31,第147圏）

調査区のほぼ中央に位置し，東側を81号住居跡に切られるが完全な破壊を免れ，床面は残っ

ていた。踏み固められた貼床面には 4本の主柱痕が残る。南西壁中央にカマ ドが付設され，そ

ベm
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第147図 83号住居跡実測図 (1/60)
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の対面には床面との間に薄く黒色土を挟んで灰白色粘土が堆積している。貼床を剥がしてない

が床面下の構造は他の住居と同様であろう。

カマド 南西壁中央に粘土塊の状態で検出したが，詳細な調査は実施していない。なお，この

粘土中より土製の玉 3点が出土している。

出土遺物 （固版88,第148図）

土器21個体分の破片，土製玉 3点，手捏土器 2点がカマド左側と埋土中より，また不明土製

品が埋土中から出土している。このうち，須恵器は 1点である。

土師器 (1~6) 2•4 はカマド対面の粘土中で検出した。他は埋土中からの出土である。

（児玉）
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84号住居跡 （因版33 • 34, 第149図）

85号住居跡に切られ，91号住居跡の東隣に存する。西辺に比して南辺が長く，東辺はやや張っ

た形状なので一見横長の台形状となる。カマドは85号住居跡に切られた北辺にあったもので，

その対面には粘土が拡がっていた。粘土と床面との間には黒色土の薄い層があった。壁小溝は

残存する 3辺に部分的に見られる。下陪は中央土壊が主柱間エリアの真下にあったが，外周の掘

り込みはなかった。粘土下附にてPs・．巳を検出した。

出土遺物 （図版89,第1501図）

あまり多いとは言えないが，床面にも若下遺存していた。 P 1 • P2の中間付近で床面より

8cm程浮いて鉄鎌片が，ほぼ中央部で5cm程浮いて土玉が出上した。また，埋土中に不明土製

品があった。
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須恵器 (1・2) いずれも埋土中出土である。 1• 2とも焼成がややあまい。

土師器 (3~14) 4は小型の鉢であろうが，粗質のつくりである。外面に籾痕をもつ。 12は

甑であろうが，やや小型にすぎるきらいがある。 14はもう少し外傾するか。 7• 9• 14が床面

の出土で， 14は P1・い間の西側壁寄りに存した。 （伊崎）
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85号住居跡 （図版33 • 34, 第151図）

84・86号住居跡を切り，カマドを西側に向けて営まれたやや小ぶりの住居である。黒灰色 ・

黒黄色の土がほぽ水平に堆積していた。主柱穴は内側に寄っていて，主柱間エリアは狭く ，全

面積の14.4%でしかない。カマドの上面とその対面に粘土の拡がりが見られた。カマド対面に

は土壌があり土器等が出土しているc この住居の主軸はカマドとその対面土壌の中心を通って

いる。壁小溝は北辺に一部見られるのみである。下層の中央土壌はやや西に寄っている。

カマド対面土墳（図版40,第152図） 極めて特異な土壇と言ってよい。 66X55cm程の楕円形プ

ランで，カマド側の上端は周辺の床面より 6cm程盛り上がっていた。 これは周辺の床面と同じ

くガチガチに固くなっており ，当初からこの様に高まりを持たせていたものとされる。 この上

面に灰白色粘土が存したが， それは壁からやや離れて土横全体を毅ってはいない。むしろカマ

ド寄りの高まりを被覆したかのようであった。下部には灰白色粘上が落ち込んでいて，その上
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に黒色土と黒灰黄色

土が互層に堆積して

いる。土壊内粘土よ

り下には須恵器坪身

1点(2)があったの

みで，他は粘土より

上に須恵器・土師器

・自然石が南北から

流れ込んだような状

態で出土した。特に

把手付甕(15)は床面

から土壊内に流入し

かけている。土壇周

辺の床面に土師器片

と支脚があった。

カマド（第153図）両

袖が残り，焚口幅50

cm, 奥行75cmを測る。

縦断土層図で見るに，

断定は出来ないけれ

ども煙出し孔の幅は

15cm程かと思われる。

焚口から火床にかけ

て土師器片若干が存

したのみであった。

支脚はすでに無か

ったが， カマド対面

土壊の近くに出土し

た土製支脚がこのカ

マド内にあったもの

か否かははっきりし

えない。内外に不明

土製品 6が存した。
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第152図 85号住居跡カマド対面土壊実測固 (1/30)
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出土遺物 （図版89,第154図）

床面遺存のものは前述カマドとその対面土壊周辺のみである。埋土最上層より紡錘車 1点が

出土し，他に不明土製品がある。埋土中の土器は多寡いずれとも言い難い。
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須恵器 (1~7) 1 • 2 はカマド対面土堀内，他は埋土中に存した。 6 の高坪脚は細身でや

や長めのものとなる。 7は壺であろう。他に甕の破片が 3点ある。

土師器 (8~18) 8・9は一見精良品に見えるが粗製である。 8の底部はケズリを施さない。

11がカマド周辺， 13 • 15・17・18がカマド対面土壌の周辺出土である。 15は或は甑11類になる

のかもしれない。 18の支脚は高さ15.7cm, 径6.4~6.Scmで上下面ともやや窪んだ形状となり，外

面にはエ具痕の稜が見られる。 （伊崎）

86号住居跡 （図版33・35,第155図）
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南西隅のごく一部を

85号住居跡に，東側を

近時の溝に切られてい

る。また， 46号掘立柱

建物とも重複し，この

住居の方が新しい。ほ

ぽ正方形のプランで，

カマド中心を通る主軸

はほぽ真北方向に近
A 

い。カマド上面は粘土
i 

が崩れ，その対面には A 

灰黄色粘土の広がりが

あった。下層には壁周

辺掘り込みはあるが，

中央土壊はない。また，

46号掘立柱建物のピッ

トが現れた。

カマド（図版38,第156

図） 黄灰色粘土を

使った両袖が残存す。
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第156図 86号住居跡カマド実測図 (1/30)

焚口幅・奥行とも55cm程である。壁外に溝状に突出している窪みは，煙出しの名残りであろう。

左袖横の手前側に土師器高坪・甕等が，内部と右袖から40cm余り離れて土師器の破片が出土し

た。

出土遺物 （図版89・90,第157図）

カマド周辺以外にはカマド対面粘土の周辺で床面から土器少しが出土している。埋土中に土

器はあまり多くないが，不明土製品と砥石 1が存した。

須恵器 (1~6) 6は壺であろうか。 4は床面の出土。

土師器 (7~18) 7 はカマド左袖横に転倒していた高坪である。 10• 11~13もカマド内外，

14• 18が床面の出土である。 16は埋土中に存したが底部外面に籾痕 3個が見られた。長径
のげ

6.5~7.lcmで，うち 2個には忙の圧痕もあった。忙は完全に圧痕のあるものが長さ2.1cmである。

（伊崎）
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87号住居跡 （図版33・35,第158図）

南西からのびてきた溝 1が南東へ直角に向きを変えて折れ曲がる所にあり，この溝に切られ

ている。東辺は88号住居跡を切る。黒褐色～黒灰褐色土を埋土としていた。東辺はかなりカマ

ド寄りに傾いており，全体のプランは台形状となる。柱穴配置もそれに近い。カマド対面には

黄色粘土が拡がっていた。下層の中央土壊は P2・P4間に寄っている。カマド対面に径20cm,

深さ 3~10cm程の浅い円形ピットがあり，中に角礫 3個が存した。その中には他に遺物はない。

これは今までのカマド対面土壊とは区別して考えたい。 p~. p 4間には後代の攪乱になる土壊

があり，中に鉄器があった。
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カマド （図版38,第159図） 溝 1と別のピットに切られて両袖ともに殆ど残っていない状態で

あった。しかし，痕跡から復すれば焚口幅 55cm, 奥行70cm程と思われる。 火床中心より奥の

方へ土製支脚が倒れて存し，焚口付近にも土師器片があった。

出土遺物 （図版90,第160・164図）

カマド内以外で床面に遺存した遺物はなかった。全体の遺物鼠はあまり多くない。埋土中に

盤状土製品と不明上製品があった。

須恵器 (1~3) 2は焼成あまく十分に発色していない。 3は平瓶の口頸部であろう。

土師器 (4~13) 4 ~ 6は精良品である。 6は内外とも丹塗りを施す。 7は極めて小さいが

手捏ではない。 9は底部に穿孔がある。 5・12が床下層， 10はカマド内の出土である。 13の支

脚は高さ14cm,径6.5~7cmで円柱ながら五角形状となる。外表面に籾痕が多く見られるのは意

識的に付けているのかもしれない。上端部には煤が付沼している。 （伊崎）
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88号住居跡 （固版33・36,第163図）

溝 lと87号住居跡に切られる。 87号住居跡と同様の埋上で，プランも東辺が短い単などよく

似ている。主柱間エリアは良く固められていた。下附は一般的パターンをよく示している。 P

3. p、の南側壁際に対応するようにビットがあるのは，何か意味があるのかわからない。

カマド （凶版39,第161図） 両袖ともに基部は検出面の高さまで残り ，支脚も完形にて完存し

ていた。焚口幅65cm,奥行85C'llを測る。内部は支脚に転用した甕が奥から35cm程の位屈にあり，

その上には甕か甑かの破片が折れ重なっていた。その周辺にも破片が散乱している。左袖外側

には壁際にプランデーグラス形の脚付椀が転がっており，周辺に土師器片の散乱が見られる。

右袖外側にも土師器片があるけれども少ない。

出土遺物 （図版90,第162・164図）

I 
-.,, 

゜
2m 

~ 讐冒量三言
第163図 88号住居跡実測図 (1/60)
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カマド内外を除けば遺物量は少ない。中央付近床面から手捏土器が斜倒立で出土している。

また，埋土中より不明土製品，黒曜石片，サヌカイト片が出土している。

須恵器 (1・2) 1は焼成あまく灰白色を呈す。

土師器 (3~12) 4 は完形で胎土は粗い方に属する。 4• 6 ~ 8がカマド横から出土した。

支脚転用の甕 (5) は中型の中で最小の部類に入る。器高は11.7cm。二次火熱を受けている。

（伊崎）
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第164図 87・88号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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89号住居跡 （固版33・36,第165圏）

88・90号住居跡に挟まれた所に他と重複することなく単独で存するが．溝 1と近時の溝に一

部を切られている。この近隣では85号と同じく小さめの住居である。壁小溝は一部にしか存し

ない。カマド対面には黄色粘土と土ガ員があった。下闇は束側が不規則であるが，それ以外は一

般的パターンを示す。 Psも存した。なお．西壁南寄りの下附に15号土堀があった。

カマド対面土墳 （図版40,第166図） 80X55cm程の不整楕円形で，深さは 8cm位しかない。西

側から土塙上面にかけて黄色粘土が存するが，この粘土は土壊全面を覆ってはいない。なお，

床面直上で粘土との間に黒灰色土が帯状に入っている。土域内には須恵器破片，土師器甕片，

砥石 1が存した。土吸外の東側床面に上師器片が散乱している。

カマド （図版38,第167図） 右袖上面を溝 1が走り ，両袖 とも中程をピッ トが切っている。焚

口幅55cm,奥行65cmを測る。内外に土器片が見られたが，左袖より50cm程離れて須恵器坪身が

すえ置かれた状態で出土している。

1
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fl 

第165図 89号住居跡実測図 (1/60)
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第166図 89号住居跡

カマド対面土壊実測図

(1/30) 
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 ゜

゜
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第167図 89号住居跡カマド実測図 (1/30)

出土遺物 （図版90,第168固）

カマド周辺とその対面土壊内外を除いたら床面上での遺物はない。埋土中からもそれ程多く

は出土しなかったが，カマド上面に土玉が 1個あった。

須恵器 (1~8) 8は坦になろう。 5はカマド左側の出土である。埋土中出土の坪身が39号

住居跡出土のものと接合している。

土師器 (9~15) 9•15は精良土器である。 10は口縁形態がやや特異である。 11はカマド周

辺， 13はカマド対面土壊内出土である。 （伊崎）
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第168図 89号住居跡出土土器実測図 (1/4)

90号住居跡 （固版33• 37, 第169図）

91号住居跡に切られ，近時の溝 2条が斜めに縦断している。カマドはその粘土の一部が遺存

するのみで，溝に切られていて原形をとどめない。床下層は周囲の掘り込みは整然と巡るが，

中央土壊はない。

出土遺物 （第170図）

残存部が少ないので遺物も多くない。床面から手捏土器・同器台・鈴かと思える土製品が出

土している。また，不明土製品がカマド周辺・床直上・埋土中から出土した。

須恵器 (1) 埋土中の出土である。別に床直上出土の坪が45号住居跡埋土中出土のものと接

合している。

土師器 (2~6) 3•4 はカマド周辺， 2• 5は床直上の出土である。． （伊崎）
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91号住居跡 （図版33・37,第171図）

90号住居跡と方向をほぼ同じくして，それを切って営まれる。また， 44号掘立柱建物をも切っ

ている。 90号住居跡と同様，カマド上面を 2条の近時の溝の内の一本に切られていたが，部分

的に残存していた。また，カマド対面に黄色粘土と土塙が存する。床下層は中央土壌もあって

一般的形状を示す。なお，竪穴外でカマド対面土塙のすぐ外にPl234がある。須恵器大甕の破

片が入っていたが，この住居との関連は判らない。

カマド対面土壌（固版40,第172固） 75X50cmの略円形に近い。床面から深さ32cmを測ったが，

44号掘立柱建物の P1との重複があるので，最下部はそれのものらしい。土壊内に落ち込んだ
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状態とその西側にてまとまって土器が出土した。土壇内に土師器の大型甕，須恵器聰片，西側

に土師器甕・盤があった。
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第170図 90• 91号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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カマド （第173図） 前述の如く近時の溝に右袖一部とが床部分を切られているが，ほぼ全貌は

判る。奥行は70cm程を測る。周辺に若干の土師器片を見るのみである。

出土遺物 （圏版91,第170図）

床面にも若干の土器が存したが，全体に多くない。カマド前面西側の床面より 5cm浮いて上

玉が，埋土中より手捏土器，不明土製品が出土した。

須恵器 (1~4) 2は聡の口縁部であろう。波状文はあまり繊細とは言えない。 3の途口頸

部はカマド対面土壊より出土した。別に、坪蓋が84号住居跡のものと接合している。

土師器 (5~12) 5は薄手の極めて精良な土器である。 6は粗製， 7 · 9•11 ・ 12はカマド

' 
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゜
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第171図 91号住居跡実測図 (1/60)
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＾ 

対面土壊周辺より出土した。 11・12は同一個体と思われるが接合はしなかった。

なお，この住居との関連性は不明であるが，カマド対面土壊の所の壁面を切って存する Pl234
には，須恵器大甕の破片が入っていた。深さ55cm程の最下部からやや浮いて石と， その上に須

゜
1m 

第172図
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A_ 

91号住居跡カマド対面土壊実測図 (1/30)
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1 暗灰色砂泥少匝混入黄褐色粘士

2暗灰色砂泥やや多く混入
貧掲色粘土

3 黄褐色粘土多量混入暗灰色砂泥

4暗褐灰色砂泥

5哭器魯翫喜上焼土少ffl:混

6褐灰色砂泥僅1ご混入黄褐色粘土

7堅歩五蓋隻腐氏翌醤魯粘
8 黄褐色粘土・茶色粘質

土・媒褐色砂泥混じり

1~ 

91号住居跡カマド実測図 (1/30)

恵器片があり，更に

少し間隔をおいて又

石とその辺に須恵器

片があった。

ットの意味するとこ

ろは不明だが，出土

した口縁の破片は81

号住居跡出土品と接

合はしないものの，

同一個体と思われる。

（伊崎）

92号住居跡
（第174図）

88号住居跡の北に

あり，％は調査区外

にかかる。南壁中央

付近の粘土の存在か

らして，

辺にあったと推定出

来る。カマド対面の

粘土を切ってピット

が掘られている。粘

土の下と

の中間から土器が出

土した。下層は掘り

込みは巡っていな

い。粘土下に

ある。

このピ

カマドは北

p3• p 4 

Psが

p3°p 4の掘

り形は大きめである。
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出土遺物

須恵器 (1・2)

土師器 (3~9)

（図版91,第175図）

カマド対面粘上の下から出土した以外に遺物は少ない。埋上中に土玉 1個があった。

2は床面出土の坦で正立に四かれていた。蓋付で焼成した痕が判る。

4・7が床下層，他は埋土中の出土である。 （伊崎）
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93号住居跡 （因版41,第176図）

94号住居跡と溝 1に切られ残存状態はあまりよくない。 48号掘立柱建物もこの上に営まれて

いた。復原してみた東辺は西辺より短く ，平面形は台形プランとなる。カマドは北辺にあった

ものとみてよかろう。

出土遺物 （図版91,第177図）

残存部の少ない事もあって遺物は少ない。 床面では Psのそばに土師器甕が存した。また，

埋土中より不明土製品，黒曜石剥片が出土している。

須恵器 (1) 埋土中の出土である。別に埋土中の坪身片が， 48号掘立柱建物の Ps, Pl033 

出土品と接合している。

言―c~声二喜
第176図 93号住居跡実測函 (1/60)
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また，甕片 1点も出土し

ている。

土師器 (2・3) 3は

床面出土で p3のそばに

あった。胴がかなり張っ

て特異である。 （伊崎）
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94号住居跡 （図版41,第179図）

93号住居跡を切り,48号掘立柱建物に切られる。 P1はやや束に寄っている。カマド中央を

通り， PGを横切るラインがこの住居の主軸となる。 P, の周辺に直径5~10cm程で深さが10

cmに満たない小ビットが20数個検出された。 この住居に伴っていた何らかの施設の痕と考えた

のであったが，いささかの不安もある。壁小溝は北と西のコーナ一部分にて小ピッ トが見られ

る。下陪の中央土壌は東に寄る。

カマ ド （図版41,第180圏） 焚口幅60cm,奥行70cmを測る。奥から30cm弱の火床面に径13~15

cmの小ピットがあり，焼土が入っていた。支脚の抜き跡と思われる。焚口前面に土師器片，右

袖外側基部付近に手捏土器2個，周辺に不明土製品 2が存した。なお，カマドの構築は黄色粘
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土を使ってなされている

が，その土は地山と同一

とみてよい。

出土遺物

（図版91,第181図）

床面にも遺物少な<'

全体量は多くない。埋土

中にて把手状土製品 1,

不明土製品・手捏土器 1,

下層で安山岩の剥片 1が

出土した。カマド横に手

捏土器が存したことは前

記のとおりである。

須恵器 (1~5) 4は

坪蓋としてもよいが，ゃ

や小ぶりなので一応用蓋

にしておく。 2はカマド

周辺， 4は下層出土。他

に甕片 2があった。

土師器 (6~17) 6 ~ 

8は極めて精良な土器で

ある。 9は粗製。 16は頸

部が直に立上っていて特徴的である。 7• 11・15がカマド近辺， 10が床面の出土。 （伊崎）
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2. 黄色粘土混入灰黒黄色土

3. 淡黒色土

4. 灰黒黄色土混入黒灰色土

5. 赤黄色焼土

6. 黒色土

7. 灰黒黄色土

8. 灰色土（灰眉）

9. 赤色焼土

IO. 赤黄色焼士少し混入赤色焼土 B 

11. 黄色粘土（黒色土少し混入）

~~: ::  悶：少し混入黄褐色粘土~5

゜
1m 

22. 80m A 

｀
 22.40m 

第180図 94号住居跡カマド実測図 (1/30)

95号住居跡 （図版42• 43, 第182図）

96•101号住居跡を切り， 97~99号住居跡に切られている。柱穴配置もカマドも全体に東寄り

に見られる。下層では周囲の落ち込みは全周するが中央土壊はない。

カマド （図版44,第183図） 左袖の 2ケ所をピットに切られる。焚口幅35cm,奥行72cmで火

床部がやや狭い。奥から35cmの所に土師器甕を転用した支脚が底部を欠くものの残存していた。

それは，まず火床面上に黄色粘土で25cm程の範囲に，円錐台形状の台座とも言える部分をナデ

-173 -



□1 二＼、.~〗

ニ 2 -~I-口
~~ 

·~ 
~4 

。

f
n
¥＼
u" 

＿三―

15 

11 

＂ 

゜
20cm 

第181図 94号住居跡出土土器実測図 (1/4)

にて面をとってこしらえ，その上に甕がすえ置かれたものである。内外から他に土師器片が出

土している。なお，カマド本体は地山の粘土を使用している。

出土遺物 （図版91,第184• 187國）

少ない。カマド対面付近の床面とカマド周辺に少々あったのみである。埋土中から土玉 1と
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不明土製品が出上した。

須恵器

土師器

(1~4) 

(5 ~12) 

4は床面の出土である。

5 • 6は精良品。

2の焼成はあまい。

7の脚台は当初からの穿孔がある。 12の甕の肩の張り

のない形態は特異である。

である。

6・11がカマド周辺， 9が下屈，12が床面の出土。 8はカマド支脚

（伊崎）

r
 

I
 

。ぃ
95 

◎̀ 
9

0

 

◎
 

゜

99 

属

2m 

[apl
 

書

図

ー

ニ
―――――ニ 三

亨

第182図 95・96・101号住居跡実測図 (1/60)
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第183図 95号住居跡カマド実測固 (1/30)

゜
10cm 

第184図 95号住居跡カマド
実測図 (1/4)

1. 灰色土混入黄褐色粘土

2. 黄褐色粘土

3. 黒褐色土混入黄褐色粘土

4. 焼土混入黄褐色粘土

5. 3に焼土少批混入

6. 黒褐色土

7, 2の焼土化

96号住居跡 （図版42• 43, 第182図）

95• 97• 98号住居跡に切

られ，壁面80cmの長さを伺

い知るのみである。そこの

部分は床面まで15cm程しか

なく，あまり深くない。殆

ど全ての住居に於いて，上

面にて確認出来なくとも下

層の柱穴によっておおよそ

の規模まで知り得たが，こ

の住居は柱穴が不明であ

る。住居自体が浅いので柱

穴も浅くて，新しい住居に

よって痕跡なく削られてし

まったものかとも考えられ

る。 95号住居跡の P, • p 

3間の西にある下層の土塙

はこの住居に伴うものであ

淡黄褐色粘土

A

＿
 

1に灰色土少凪混入 A 
3 1に灰褐色土・焼土少菰混入

,;  言旦已混入三三□
褐灰色砂泥

1と茶褐色土混じり

10 1と暗灰褐土混じり

IX. 
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1m 22.40m 

第185図 98号住居跡カマド実測図 (1/30)
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ろう。遺物は全くない。 （伊崎）

97号住居跡 （図版42 • 43, 第186図）

95・96号住居跡を切り， 98・99号住居跡に切られている。発掘時の当初は98号住居跡との重

複が判らなかった為，残存部はごく僅かながらも，そこから出土した土器（多分多くはないが，

いくらかあったと思う）が98号住居跡のものと混入してしまった。しかし，下層から本来のあ

り方を復すると，規模は小さいものの主軸方向が98号住居跡と殆ど変わらないことより，この

97号住居跡を廃してあまり時期を経ないうちに， 98号住居跡へ建て変わったのではないかと考

えている。 （伊崎）
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98号住居跡 （図版42• 43, 第186図）

96•97号住居跡を切り， 99号住居跡に切られる。カマド対面には下層で検出した土壊があり，

その上を粘土が全面ではないが覆っている。土壊は50X65cm程で深さ20cm。また，下層の掘り

込みが全周する中で， P1 の西は長方形土塙状に深さ30cmばかり一段深くなっている。中央土

壊はかなり広く存する。
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カマド （固版44,第185固） 左袖の基部がピットに切られている。焚口福60cm,奥行65cmを

測る。左袖外側に若千の土器片と不明土製品 1が存したが殆ど床面より浮いている。

出土遺物 （第187図）

この住居も遺物は少ない。埋土中よりスラッグ 2,床面より盤状土製品 1I 他に不明土製品

が出土している。

須恵器

土師器

(1~4) 

(5~9) 

1 • 4はカマド左袖外側出土だが埋土中のものである。

5は精良品。 8はカマド対面粘土付近の床面から出土した。 （伊崎）

99号住居跡 （図版42 • 43, 第188図）

95 ·97• 98 • 10.1号住居跡を切り， 100号住居跡に切られている。北西コ ーナー付近の壁小溝

のあり方や下層での壁際の段，柱穴を見ると，確言は出来ないが位置を少しずらして建て直し

が行われているらしい。規模は新旧ともに殆ど同じとみてよい。カマド対面にはかなり広い範

E
O
N
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N
 

第188因 99号住居跡実測図 (l/60)
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囲で黄色粘土が認められた。

カマド （第189図） 左袖基部を

ピットに切られる。焚口幅50cm,

奥行70cm程で，内外に土器片，・不
且

明土製品 1を見るが皆床面から遊

離している。 Q
 出土遺物 （図版92,第191図）

Al 

全体にあまり多くはない。北西 A 

コーナー付近の床面より 2cm浮い

て手捏土器が正立で，埋土中から

剣形土製品 1,不明土製品が出土

している。

須恵器 (1~3) 1はカマド

左で床面から10cm程浮いて出土し

た。 2はP2の東にて壁との中間あ

たりで，床面より 5cm浮いて正立

で出土した。

土師器 (4 ~13) 

の床面より出土した。

,;;? 

゜

1. 灰白色粘土少址混

入暗灰色粘質土

2. 灰色砂泥少温混入

淡白灰色粘質土

3. 焼土少菰混入暗褐

灰色砂泥

4. 灰白色粘土・焼土

少且混入淡灰色砂泥

5. 淡灰色粘土

6. 焼土少餓混入褐灰

色砂泥

7. 淡灰色砂質性粘質

土

8. 暗褐色砂泥

9, 暗茶黄褐色砂泥

10, 淡茶黄褐色粘土

11, 暗褐茶色砂泥

12, 淡黄茶色粘土

13. 濁灰色砂泥

14, 淡黄灰白色粘土

15, 淡褐灰色砂泥

16, 焼土少批混入茶灰

色砂泥

17, 暗白灰色粘土

18, 黄褐色粘土プロッ

ク

19, 灰褐色砂泥多批混

入茶色粘質土

20. 茶灰色砂泥少凪混

入暗褐色砂泥

第189図 99号住居跡カマド実測図 (1/30)

22.90mA" 

・lm 

4~6は精良品， 10の口縁の屈折は著しい。 11・14がカマド対面粘土下

（伊崎）

100号住居跡 （図版42• 43, 第190図）

99号住居跡・ 49号掘立柱建物を切り， 50号掘立柱建物に切られている。この周辺でも小さめ

の住居である。主柱穴は p4がやや東に寄っていた。また， Paは50号掘立柱建物の P2と重

複する。カマド対面には粘土の拡がりがみられた。下層では中央土壊とカマド対面土壊とが連

結した形状をなしている。

カマド （固版44) 残存状態はあまり良くない。火床面と周辺から不明土製品が出土した。

出土遺物 （固版92,第191固）

カマド対面粘土の下より須恵器柑破片と不明土製品が，埋土中から不明土製品が出土した。

須恵器 (1) 床面出土の柑である。他に，埋土中出土の坪身 1片が98号住居跡出土のもの

と，別の 1片が108号住居跡付近出土の破片と接合した。また，甕の破片が 3点ある。
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土師器 (2~5) 4•5 は床下層よりの出土である。 （伊崎）

101号住居跡 （図版42・43,第182図）

95・99号住居跡に切られ残りが悪い。加えて，96号住居跡と同様にこれも柱穴が不明であっ

たため本来の規模を復しきれない。ただ， 95号住居跡との切合いからすれば東壁の延びが4m

を越えることはなく，恐らく l辺3.5m~3.7m程の大きさであったろう。なお，東壁に半分か

かって下脳から14号土犠が検出された。

出土遺物 （第191図）

ごく僅かしかない。須恵器は坪身 l 点があり， 95 • 98号住居跡出土品と接合している。埋土

中に不明土製品があった。

土師器 (1 ~3) 1は鉢になるものか。 3には孔が 2個あり， 2には 1個もない。 1・2

が床下層，3が床面の出上。 （伊崎）

第190図 100号住居跡実測固 (1/60)
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102号住居跡 （図版42・45・46,第192図）

103号住居跡を切って営まれる。ほぼ正方形プランで，カマドはやや東に寄っている。主柱間

エリアよりやや外側までの床面がよく踏み固められていた。下層はほぽ典型的パターンを示し

ている。

カマド （図版46) 焚口幅70cm,奥行65cmを測る。本体は地山の黄色土を使って構築されて

いる。内外に若干の土器片と手捏土器が存したのみである。

出土遺物 （第194図）

床面からの遺物はカマド周辺を除いて殆どない。カマド周辺より手捏土器 ・不明土製品が出

土した。

須恵器 (1~3) 2はカマド周辺出土。 3の坪身は口縁端によく面をとっている。

土師器 (4~9) 4は精良品。坪・高坪の執れになるかは不明。 5は甕でも特殊な小型品

である。 7がカマド周辺出土。 （伊崎）
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第192図 102号住居跡実測図 (1/60)
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103号住居跡 （図版42・46,第193図）

102 • 104・105号住居跡に切られるが，各々の下陪に現れた段等で本来の規模はおおよそ復原

出来る。 p I • P2はごく 一部しか残存しなかったもののこの位四とみてよい。カマドは102号

住居跡に切られた北辺に存したものであろう。その対面には僅かながら粘土が存した。

出土遺物 （脳版92,第194図）

須恵器は坪片ともう 1片があるのみで固示出来ない。全体にごく僅かしか出土していない。

土師器 (1~9) 1~5は精良品。 4・ 5は鉢になるか。別に，内面黒漆塗りの壺の肩部

が出七しているが，104号住居跡出土のものと同一個体と思われた。 6は粗製の鉢。 7は復原口

径10.6cmの特殊な小型の甕であり，実用品とは言いかねる。 5が床下層の出土。 （伊崎）
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104号住居跡 （図版42・46,第195図）

103号住居跡を切り 105号住届跡に切られる，あま り大きくない住居である。柱配置はかなり

横長プランとなる。カマドは北辺に存したものと思われる。 54号掘立柱建物にも切られる。な

お，下層には65・66号掘立柱建物のピット，13号土壌が存した。

出土遺物 （第194囮）

少ない。 いの南側床面より砥石 1が出土した。

須恵器 (l) 坪身 1が存するのみである。外面灰被りで焼成はよい。

土師器 (2~4) 2の椀は精良品で，内面に放射状，外面に横方向の暗文をもつ。 3の壺

も精良品で，内外とも黒漆を塗っている。 2 • 3 ともに特殊品といえる。 2 • 4は床下附から

出土した。 （伊崎）
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105号住居跡 （図版42・46,第196図）

103・104号住居跡を切り，106号住居跡に切られる。カマ ドは右袖部分が60cm程残るのみで全

容は不明である。検出時に明確に確認しえなかったが，下層にて検出 しえた主柱穴は P1・P

2に於いて 2連となり， p3 • p、間に見られるピットは普通は 1個なのが，この場合 p5 • 

Ps'の2個を見るので，建てかえがあったものと考えられる。その場合，p1 , • 2' • 3 '4 

• 5'のピッ トをめぐるプランから， P 1 · 2 • 3 • 4 • 5 をめぐるプランヘ， つまり南から北へ

少し位置をずらしたものとされよう。主柱穴配置はやや横長プランとなる。

出土遺物 （第194図）

極めて少なく ，須恵器は埋土中に坪 ・甕の破片があったのみである。他に埋土中に不明土製

品があった。

土師器 (1~5) 1は鉢になろう。 2~5の甕は皆細身である。 2が床下層出土。

（伊崎）
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106号住居跡 （図版42・45・46,第197図）

104・105・107号住居跡を切り，50号掘立柱建物に切られる。東辺に比して西辺が長く ，台形

状でやや縦長のプランとなる。下附に66号掘立柱建物のピットがある。

カマド （図版47,第198圏） 右袖が短くなっているが，焚口幅35cm,奥行75cm程に復される。

支脚は既になかったが，内外から多くの遺物が出上した。左袖外側には浅い土塙状の落ち込み

‘ I 

V .. ' 

ぐ

o,,. ¥, 
----

゜p, ¥) 
¥'1 I ,;: ¥ I 

(/// ＼ 

込ヽ： ,・、
'. 

r ー、~ I ャヽ、 t・¥ 
‘’ 

I I 

｀ 
゜ヽ

f― J I ¥ f 

P., 
P• 

） 

笙

第197図 106号住居跡実測圏 (1/60)

-188 -



があり， その中に須恵器 3個と土師器があった。須恵器は 2個が坪蓋・身のセットで完形であ

り，他の 1個は坪蓋の半欠品である。これらの直下に径45~50cm,深さ20cmのピットが存した。

左袖前面には土師器細片が床面にこびりついた如き状態で出土した。火床面から焚口にかけて

は土玉・不明土製品が床面からやや浮いて出土している。右袖外側には30cm離れて径20cm, 深

さ10cm程の小ピットがあり，

土玉 1個があった。

その中に土師器甕が口縁を上にして存した。 そのすぐ横の床面に

出土遺物 （図版92,第200図）

この近隣では多めの出土量である。ことにカマド周辺が多かった。埋土中に鉄鏃片 2,スラッ

グ1,手捏土器 3'不明土製品 3が，

に土玉 2があった。

須恵器 (1~9) 

カマド対面の床面直下に手捏土器 1,

2~4がカマド左袖外側出土である。 3• 4は完形。

そしてカマド内外

4は口縁端部を殆

ど全周にわたって打欠いている。他に甕の破片も数点ある。

土師器 (10~20) 11 

は塊になるものか。 12も

婉になろう。 13は特に小

型の甕である。 20は数少

ない甑II類のひとつであ

る。 13~16, 18• 19がカ

マド内外から出土した。

（伊崎）
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107号住居跡 （図版42・45,第199図）

106号住居跡に約％を切られた小型の住居跡である。 53号掘立柱建物にも一部切られている。

カマドは北辺に存していたものだろう。下陪にて検出した主柱穴は P2・広の所が里複して

いるので，建て直しがあったものかもしれない。主柱間エリアはかなり狭い。

出土遺物 （第200図）

ごく少祉しかない。埋七中に不明上製品 1がある。

須恵器 (1 . 2) ともに焼成良好である。 2はスマートな器形になりそうである。

土師器 (3) 二次火熱を受けるとともに，外而に煤が付荘している。 （伊崎）
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108号住居跡 （図版48, 第201医）

53号掘立柱建物のすぐ東に，切合い関係を持たずに単独に存在する。やや丸味を帯びた方形

プランを呈する。よく踏み固められた貼床面には 4本の主柱痕が残る。平面的には確認してい

ないが，貼床面下には中央土壇，掘り込みが存在する。また，壁小溝部分には径 5~10cm程の

小ピットが不規則に並ぶ。

カマド （第202図） 西壁のほぼ中央に付設される。住居の壁高が10cm前後と浅く，カマドの

遺存状態も良好ではない。支脚は検出していない。

出土遺物 （図版93,第203図）

須恵器 7個体分，土師器36個体分の破片と不明土製品が出土している。

須恵器 (1~6) 全て埋土中からの出土である。互いに接合しないが， 67・68号住居跡か

ら6と同一個体の破片が出土している。

ul lo 

op, 
＞^ 

。

゜
P2 

I!) ≪I 0 p3 tl) p4 

唸

゜
2m 

第201図 108号住居跡実測図 (1/60)
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土師器 (7~11) 10は本住居

跡外の包含層から，他は埋土中か

らの出土である。 8だけは精製さ

れた胎±の土器である。 （児玉）

三

1. 暗茶褐色粘質土

2. 黒褐色土・茶褐色

粘質土混じり

3. 暗灰褐色土

第202図 108号住居跡カマド

実測図 (1/30) o 
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第203図 108号住居跡出土土器実測図 (1/4)

109号住居跡 （固版48,第204図）

過半が調査区外にのび， llO号住居跡を切っている。壁高は10cm前後で遺存状態は悪い。床面

は踏み固められ， P2の主柱痕が明瞭に残る。
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カマド 北西側の壁に付設されている。溢仔状態は良くない。

出土遺物 （第207図）

20点の土器と不明土製品が出土している。その殆どは埋土中出土である。

須恵器 (1• 2) 全出土土器の 1割を占める。全て埋土中からの出土である。

土師器 (3・4) 甑の破片資料でカマド内からの出土である。 （児玉）

110号住居跡 （図版48,第205図）

109• 111号住居跡に切られ，一部が調査区外にのびる。壁高も 5cm程しかなく，遺存状態は

よくない。床面は踏み固められて•おり， 109号住居跡に切られながらも 4 本の主柱痕がよく残っ
ている。床をはずした調査は出来なかったので壁沿いの掘り込みは不明だが，東北壁に偏して

中央土塙を検出している。
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1. 灰白色粘土・黄褐色粘土混じり

2. 黒灰褐色土

3. 2と茶褐色土・焼土混じり

4. 暗灰褐色土・茶褐色粘質土混じり
5. 青白色粘土・黄褐色粘質土混じり

6, 4と黄褐色粘土混じり
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第204図 109号住居跡実測図 (1/60)
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カマド （第206図） 壁高は低く，また左袖を109号住居跡に切られている為，残りは悪く支

脚も遺存しない。

出土遺物

（図版93,第207図）

住居跡の遺存状態が

悪い為，出土遺物は少

ない。が，カマド右袖

外側より土製の模造鏡

が 1点と別に不明土製

品が出土している。

須恵器 (1 ~ 4) 
2は床面下層埋土よ

り，他は埋土中からの

出土である。いずれも

小片で4は反転図であ

る。

土師器 (5 ~7) 

5はカマド右袖横. 6 

は床面から， 7は埋土

中からの出土である。

5は図の状態で略完形

で，6は反転図である。

両者とも精製土器であ

る。 （児玉）
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第205図 110号住居跡実測図 (1/60)

/ 
I. 茶褐色帖買土

2. Iに燒土謁入

3. 灰褐色土

4. Iと3の混じり

5. 焼土 ・贈灰褐色土混じり

6. 黒鳩色土 ・茶色粘質土誕じり
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第206図 110号住居跡カマド実測図 (1/30)
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111号住居跡 （図版48・49,第208図）

南半分は調査区域外にのび， 110• 112• 133号住居跡を切り， 113号住居跡に切られる。床面

は踏み固められ，主柱痕を検出した。壁高は10cm前後で遺存状態は良くない。

カマド （図版49,第209固） 北西壁のほぼ中央に設置されている。上面が削平され，袖は高

さ5cm前後しか遺存しないが，カマドのほぼ中央に，壁から約35cm離れた部分で，甕を倒立さ

せた支脚が原位置を保って遺存していた。この甕は破片を接合してほぼ完形となり，体部は煤

が付着し，口縁部は一部剥落している。また，カマド内及び東側から多量の土器が出土した。

出土遺物 （図版93• 94, 第210~212図）

70個体分程の土器が出土し，埋土からの出土品が過半を占めるが，カマド周辺から良好な状

態で20個体程の土器が出土した。他に手捏の器台，鉄器，不明土製品が名 1点出土している。

須恵器 (1 ~ 5) 出土土器全体の14%を占める。 2はカマド内， 3はカマド東側の床面上

から出土したが，他は埋土内からの出土である。

土師器 (6 ~28) 19• 28は出土位置を特定出来ないが，他はカマド内及びカマド東側の土

器群からの出土品である。 6~11は精製土器である。 （児玉）
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第208図 lll号住居跡実測図 (1/60)
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第209~ 111号住居跡カマド実測図 (1/30) 第210図

I. 咲上

2. 灰白色枯土混入貨褐色粘上

3. 焼土混入茶褐色粘質上

4. 灰白色粘土混入茶褐色粘質上

5. 貨褐色粘土 （一部焼土化）

6. 鳳褐色土 ・茶褐色粘質土混じ り

7. 6に貧褐色帖上滉じり

13 

o
l
 

翌cm

111号住居跡カマド支脚実測図 (1/4)
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第212図 111号住居跡出土土器実測図② (1/4) 

112号住居跡 （図版48,第213図）

調査区中央の南側に存在し， 111・113号住居跡にその過半を切られる。南北に幅広の略方形

プランを呈し，カマド部分を除いて壁小溝が巡る。踏み固められた貼床面に 4本の主柱痕を検

出した。一般的には 2本の主柱を結んだ線とそれに対応する壁（例えば P1-P2を結んだラ

ィンと西壁）はほぽ平行関係にあるが， p4が南に偏っており，北壁との関係は平行にならな

い。床をはずしてないので床面下の状況は不明であるが，他の住居跡のそれと同様であろう。

カマド 西壁の中央よりやや北に偏した所にカマドを設置する。幅60cm,長さ50cmの掘り方が

壁から突出し，左袖は不明だが右袖が掘り方から前面に30cm程のびる。

出土遺物 （第215図）

須恵器 2個体分，土師器17個体分の破片，土製模造鏡 1点が埋土中より出土している。
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第213図 112号住居跡
実測固 (1/60)

須恵器 (1) 埋土中からの出土で，小片の反転復原図である。蓋として固示したが，高坪

の可能性がある。

土師器 (2~4) 4はカマド内，外は埋土中から出土した。いずれも小片である。

（児玉）

113号住居跡 （図版50,第214図）

111・112号住居跡を切り，平面プランは菱形に近い方形を呈する。踏み固められた貼床面で，

P, • P 2 • P、より主柱痕を検出した。本遺跡の住居跡では一般的にカマドの対面に崩落し

た状態の粘土が存在するが，本住居跡の場合はそうではなく ，カマドに向かって右壁（南東壁）

側に存在する。この粘土は一般的には壁に接して床面上に崩落した状態で流れ込んでいるが，

本住居跡の場合，右壁から離れて存在する。本遺跡の住居廃棄時に於けるこの粘土の一般的な

在り方と，先述した80号住居跡の‘入口”と想定した遺構との関係から，立野遺跡ではカマド

の対面に粘土等を使用して住居内への‘入口”を作ったであろうと想定する。本住居の場合は

必ずしもその可能性を否定するわけではないが，粘土の出土状態が他の住居跡と異なり，‘＇入ロ II
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の想定位固はやはりカマドの対面であろうと思う。貼床下のほぼ中央に中央土壊が存在し，貼

床をめくって全掘はしていないが，周壁に沿って掘り込みが巡ると思われる。

次に，住居の各壁の外側に，壁から20~40cm離れて径20cm前後，深さ10~20cmのビットが存

在する (P12~  P ,e)。 これらは住居の平面プランに対して，ある程度の規則性を持って位置し

ているようである。

カマド 北束壁ほぼ中央に付設され，検出時には全面が粘土におおわれていた。

出土遺物 （第215図）

須恵器13個体分，土師器46個体分の破片と不明土製品，また床面下の中央土塙から鉄鏃が 1
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点出土した。

須恵器 (1~8) 全て埋土中からの出土で，小破片の為反転復原図である。

土師器 (9 ~20) 11 ・ 13• 15はカマド内から，他は埋土中からの出土である。 12・13・15・

16は，或は支脚として使われたと思われる。 10 • 11は精製土器である。 （児玉）

114号住居跡 （図版50,第216図）

調査区束半部の南辺に位置し，南半が調査区外にのび， 115 • 116号住居跡を切る。貼床面に

P 2 ·P• の主柱痕を検出した。壁小溝は途中で途切れる。壁小溝はカマドの袖付近で途切れ

るのが普通で，また，本遺跡のカマドは大半が北或は西側に設四されており ，それらの状況を

勘案して，カマドは南西壁に設置されたと推測する。

出土遺物 （図版95,第220図）

出土土器は少なく，須恵器 1個体分，土師器 7個体分の破片を検出したにすぎない。

須恵器 (1) 埋土中から出土した，小片の反転復原図である。

土師器 (2~4) 2 •3 は埋土中， 4は床面下層からの出土品である。 3は支脚として使

われたと思われる小型甕の底部である。 （児玉）
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115号住居跡 （図版50,第218図）

南を114号，東を116号住居跡に切られる。柱配誼よりみてほぼ正方形の平面プランを呈する

と思われる。 P2を除いて主柱痕が検出された。壁小溝は断続的に存在する。

カマドは壁小溝の巡り方からみて，北東壁に設岡されていたものと推測される。

出土遺物 （第220固）

須恵器 7個体分，土師器10個体分の破片が出土している。

須恵器 (1・2) 埋土中からの出土で，小片の為反転復原図である。

土師器 (3~6) 5は床面下附から，他は埋土中からの出土である。全て反転復原図で，

3・4は精製土器である。 （児玉）
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116号住居跡 （図版50, 第219図）

1軒の住居として調査を開始したが，床面で 2軒分の主柱穴を検出し， 2軒がほぽ重複し，

やや北東側に移動して建て替えているのではないかと推測する。よって，古期の住居を116A,

建て替えた住居を116B号住居跡とする（以下， A期， B期と略述する）。ただ，住居の平面プ

ランは略方形を呈するという以外，正確な規模は不明である。

A期の住居は貼床が遺存し， P1を除いて 3本の主柱痕が残っていた。周壁についての詳細

は不明である。また，カマドは北西壁に設置されていたが， B期の住居によって完全に破壊さ

れていた。

B期は，主柱痕を検出出来なかった。 A期の主柱穴配置と比して小型化し，正方形に近くなっ

u
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第219図 116号住居跡実測図 (1/60)
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ている。カマドは北西壁に設置され，住居外に突出する。

出土遺物 （図版95,第220國）

上記の理由で，出土遺物をA•B両期に分離出来ない。須恵器 8 個体分，土師器23個体分の

破片と不明土製品が出土し，他に新しいものと思われる鉄器が 2点出土している。

須恵器 (1 ~ 5) 全て埋土中からの出土で，小破片の為反転復原図である。

土師器 (6 ~10) 

精製土器である。

9• 10はカマド周辺出土だが，他は埋土中からの出土である。 6~9は

（児玉）
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第220図 114~116号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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117号住居跡 （図版50,第221図）

116・134号住居跡を切り，プランは方形に近い不整形を呈する。切合いのない部分は壁小溝

が走るが，他の部分では確認しきれなかった。貼床面で4本の主柱痕を検出した。カマド対面

の粘土は検出していない。

カマド 北西壁（短壁）の中央よりやや南に偏して設四される。壁高が浅く遺存状態はよくな

いが，平面的には両袖がよく残っている。

出土遺物 （図版95,第222固）

須恵器 6個体分，土師器32個体分の破片が出土している。

須恵器 (1~3) 埋土中からの出土品である。 2だけは完形品で，他は小片である。

土師器 (4 ~12) 12はカマド右床面から， 8・9・11は床面下層から，他は埋土中からの

出土である。 5・6は支脚と推測される。 （児玉）
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第221図 117号住居跡実測図 (1/60)
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118号住居跡 （図版51,第223図）

調査区の束半部に単独に存在し，束壁を56号建物に切られる。貼床面に 4本の主柱痕を検出

し，カマドの対面には灰白色粘土が崩落した状態で出土した。床面下は，西に偏して中央土堀

が存在し，掘り込みは一巡せず東壁側は途切れる。

カマド 南西壁ほぼ中央に設置されている。遺存状態は悪く ，支脚も遺存しない。

出土遺物 （固版95,第224固）

須恵器 6,固体分，土師器18個体分の破片，そして不明土製品がカマド周辺にて 1点出土して

いる。

須恵器 (1~4) すべて埋土中からの出土品で， 3以外は反転復原圏である。

土師器 (5~8) 8はカマド周辺から．他は埋土中から出土した。小片の為反転復原図で

ある。
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第223図 118号住居跡実測図 (1/60)

-209 -



5
 

7
¥い一

J

[

 

}
J
 

：
 

゜
20cm 

8
 

n
H
H
H廿
1

第224図 118号住居跡出土土器実測固 (1/4) 

119A• B号住居跡 （図版51,第225図）

調査区の東半部に位置し，東壁側を120号住居跡に切られている。カマドの付設された北西壁

は，北西隅から0.8m程の所で屈折しており， 2軒の住居が重複している可能性が高く，西から

東へ平行移動している。先行する住居をA,新しい方を Bとする。 AはBの床面を剥がして調，

査をしていないので詳細は不明だが，カマドは北西壁に設置されていただろう。 BはAととも

に当初は 1軒の住居跡として掘ったので，南西壁は遺存しない。貼床面には 4本の主柱痕が残

る。カマド対面には粘土は遺存しない。

カマド （図版52) 北西壁のほぼ中央に設置され，内部より土師器甕片が出土している。

出土遺物 （第227圏）

須恵器は出土せず，土師器ばかり 10個体分の破片が出土している。

土師器 (1~3) 2はカマド内から，他は埋土中から出土した。 1は精製品である。 3点

とも反転復原図で 3は蓋と考えた。 （児玉）
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第225図 119号住居跡実測医 (1/60)

120号住居跡 （図版52, 第226図）

調査区東半部に位置し， 119号住居跡を切り，北東隅を121・122号住居跡に切られる。貼床面

には 4本の主柱痕が残り，壁際には断続的に壁小溝を検出した。カマド対面には粘土は検出し

ていない。が，この対面壁の外側に p 15°16が存在し，これらは p 1°p3 と P2・P4 のほ

ぼ延長上にある。床面を剥いでないので下層の構造は不詳だが，基本的に他のものと変わらな

いだろう。

カマド （図版52) 北壁のほぼ中央に設置されている。遺存状態はよくない。支脚も出土し

なかった。

出土遺物 （図版95,第227図）

須恵器 5個体分，土師器29個体分の土器片と，カマド南側より鉄器が 1点出土した。しかし

この鉄器は出土レベルが遺構検出面と同じであり，かつ形状としても近時の産物になるものと
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思われる。

須恵器 (1) 埋土中から出土した小片で，反転復原図である。

土師器 (2~4) 埋土中から出土した破片資料で， 4は支脚に使われたと思われる小型甕

である。 2は精製土器である。 （児玉）

121号住居跡 （図版53,第228図）

120号住居跡を切り，北側％程を122号住居跡に切られる。貼床面には 4本の主柱痕が残り，
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第226図 120号住居跡実測図 (1/60)
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南壁側に多量の粘土を検出した。南壁側に粘土を検出したので，カマドは恐らく北壁に設置さ

れていたのであろう。

出土遺物 （第227図）

土師器 2個体分の破片が出土している。

土師器 (1• 2) 粘土中や埋土中からの出土である。 1はカマド支脚に使われていた可能

性がある。 （児玉）
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第227図 119~122号住居跡出土土器実測園 (1/4)
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122号住居跡 （図版53, 第228図）

121号住居跡の北側％を切って，北側に平行移動するような形で検出した。西壁に比して束壁

が短く，やや台形気味で，貼床面で検出した主柱痕の配置状況も不整方形を呈する。カマドの

西側に壁小溝を検出したが，他の壁では検出していない。カマド対面に粘上を多菰に検出した。
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第228図 121・122号住居跡実測図 (1/60)
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カマド （第229図） 北壁の

ほぼ中央に設置される。左袖

の外側に P11を検出した。支

脚は検出してない。

出土遺物
（図版96,第227図）

須恵器 1個体分，・土師器30

個体分の破片を検出した。須

恵器の出土比率がきわめて低

い。

土師器 (1~7) 埋土中

からの出土である。 1• 2は

精製土器である。 （児玉）

1黄褐色粘質土

2暗黄褐色粘質土

3 2に焼土が少し混入

4赤褐色粘質土

5 暗灰褐色土＋茶褐色粘質土

6 淡黒灰色土＋茶褐色粘質土

゜

123号住居跡 （固版53,第230図）

t 
ニー～一22.60m 

1m 

第229図 122号住居跡カマド実測図 (1/30)

124号住居跡が北東側に建て替えを行ったような形で切られ，西・南壁がL字形に残るのみで

ある。弥生期の73•74号掘立柱建物を切っている。南壁のやや西側に粘土があった。 124号住居

跡の下層で 4本の主柱痕を確認した。床面を剥がしていないので下層の構造はわからない。本

集落のカマドは西壁か北壁に設置されているのが殆どであり，この住居についても，粘土の遺

存場所等からすれば恐らく北壁にあったものと思われる。

出土遺物 （第232図）

土師器が 4個体分出土しただけである。

土師器 (1) 埋土中からの出土で，小片のため反転復原図である。支脚に使われていた甕

の小片であろう。 （児玉）

124号住居跡 （固版53,第230図）

123号住居跡の大半を切り，北東へ平行移動して建て替えたような在り方を示す。貼床面には

4本の主柱痕が残り，東・南壁には壁小溝がある。また，東壁には杭を打ち込んだか，と推測

される小ピットが見られる。
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カマド （図版53,第231囮） 北壁のほぼ中央に設骰されている。支脚は検出されず，土器も

出土していない。

出土遺物 （第232図）

須恵器 3個体分，上師器11個体分の土器片が出土している。その多くは埋土中からの出土で

ある。他に，鉄器片 lと砥石 2が埋土中から出土している。

須恵器 (l・2) 埋土中からの出土で，極小片である。

4はカマド周辺から出土したが，他は埋七中からの出土で，反転復原図土師器 (3~5; 

である。 4は小片で不明だが， 3は支脚に使われた甕であろう。 （児玉）
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第230図 123・124号住居跡実測図 (1/60)
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2. 暗灰褐色土

3. 黒褐色土・淡茶褐色粘質土混じり

4. 3と黄褐色粘土混じり

5. 焼土混入黄褐色粘土

第231図 124号住居跡カマド

実測図 (1/30)

125号住居跡 （図版54, 第233図）

調査区の東端近くに22号掘立柱建物と重複

して存在する。やや不整形ながら方形を呈し，

断続的ながら壁小溝が存在する。カマド対面

の粘土や床面下の土壊等は存在しなかった。

また，主柱痕も検出していない。床面下は中

央に不整形の土壊があり，掘り込みはカマド

の左右の壁に沿って存在し，カマド側の壁で

はカマド周辺までは掘り込みが及ばない。ま

た，カマド対面の壁際にも掘り込みは認めら

れなかった。

カマド 北西壁中央付近に設置されている

が，遺存状態は良くなく袖部も残らない。

出土遺物 （図版96, 第234図）

須恵器 2個体分，土師器41個体分の土器片

が出土している。他に手捏土器（床下層），盤
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第232図 123・124号住居跡出土土器実測図

(1/4) 
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状土製品（埋上中），不明土製品が出土している。

土師器 (1 ~17) 甕14は貼床下層から，他は埋土中からの出土品で, 1~3は精製土器で

ある。 9 • 10は支脚に使用されたものであろう。 11は注口上器の可能性がある。 （児玉）

126号住居跡 （図版54,第235図）

やや束西に広い方形を呈する。北 ・東競際の一部に壁小溝があり，床面で 3個の主柱痕を検

出した。また，カマドの対面で粘土を検出した。床面下は 4本の主柱穴の内に不整形の中央上

壊を， 4本の主柱穴の外側に掘り込みを検出した。住居の四隅には，掘り込みを掘削した折に
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第233図 125号住居跡実測図 (1/60)
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掘り残されて僅かな段部を残している。また，住居外で，南壁側に 2個，東壁側に 1個の小ピッ

トを主柱穴の延長線上に検出した。

カマド （第237図） 北壁の中央よりやや東寄りに設置され，上端で幅80cm,奥行50cm程の北

壁から張り出した形態のものである。中央よりやや奥まった所に小形甕形土器を倒立させて支

脚として設置している。支脚をセットする際に，まず淡黄色粘土を甕の口径に合わせて厚さ 3

cm, 径12cm程に盛り，その上に甕を倒立させてセットし，口縁部周辺に粘土を張り付けて補強
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第234図 125号住居跡出土土器実測図 (1/4)
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している。なお，支脚の甕には把手がついている。

出土遺物 （第236・239図）

須恵器2個体分．土師器14涸体分の破片が出土している。

土師器 (1 ~5) 1は埋土中から出土した精製土器で， 3はカマド内， 4は P,の床面，

5はカマド西の北壁際床面上で出土した。 （児玉：

127号住居跡 （図版54,第238固）

125号住居跡の北に存在し，大半がB地区との間の農道下に延びる。よって床面には PJの主

柱痕，南壁際に粘土を検出したに留まる。貼床下は掘り込みがあり，南壁中央で途切れ，西壁
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第235図 126号住居跡実測囮 (1/60)
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第236図 126号住居跡カマド支脚

実測図 (1/4)

1焼土少し含む灰色粘質土

2黒褐色砂泥

3淡貴褐色粘土（一部焼土化）

4 灰白色粘土少量渥入灰色粘貫土

5淡賞灰色粘土（燒土化）

6訊i砂詑・鰊土少量滉入
灰色帖上

7灰褐色砂泥

8灰色砂泥を含む淡黄色帖土

9灰色帖上少し含む明貴灰色砧土

10燒土層

11灰層

12証競砂泥少量颯人灰

13灰褐色砂泥謎入茶色帖胃土

14賣灰色帖土混双色帖●土

15黒色土

際では掘り残して段部が残る。粘土の出土位囮から，カ

マドは北壁側に設四されたものと推定される。

出土遺物 （図版96, 第239図）

粘土下部から土器がまとまって出土している。須恵器

2個体，土師器 7個体分である。

須恵器 (1・2) 1・2は

略完形品で，南壁の粘土下から

出土し，本住居に伴う。

土師器 (3~5) 3・4は

埋土中から， 5は南壁の粘土の

下から出土した。 （児玉）
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第237図 126号住居跡カマド実測図

(1/30) 

二 h=:d。
均0~呈=-- -

2m 

第238図 127号住居跡実澗図 (1/60)

128号住居跡 （図版54,第240図）

129号住居跡に北束部を切られ，束側の一部は調査区外にのびる。当初，一軒の住居と考えて

調査したが，主柱穴が 2 軒分検出され (A •B ) , Aが先行し，Bが後続して営まれている。 2

軒の住居は殆ど重複して営まれたと思われ．柱位置も接近している。床面下は掘り込みはある

が，中央土壊 ・カマド対面の土f廣は存しない。
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第239図 126・127号住居跡出土土器実測図 (1/4)

ガマド Bに伴うカマドが北壁中央に設置されるが， 129号住居跡から東半部を切られる。

出土遺物 （第242固）

土師器36個体分の破片が出土している。また，カマド周辺より棒状土製品が出土している。

土師器 (1 ~ 3) カマド内及び周辺から，破片ではあるが土器が出土している。図示出来

るのは 3個体だが， 1はカマド左， 3は床面， 2は埋土中からの出土である。 （児玉）

129号住居跡 （図版54,第240図）

128号住居跡を切り， 130号住居跡に切られ，その大半は調査区外にのびる。

出土遺物 （第242図）

土師器 4個体分の破片が出土している。
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130号住居跡 （第241図）

129号住居跡を切り， 131号住居跡に切られ調査区外に大半がのびる。 Psに相当する主柱痕

を床面で検出し，床下層は掘り込みと主柱穴を検出した。カマドは北側に設置されたものか。

出土遺物 （第242図）

土師器片が10個体分出土している。

土師器 (1~3) 破片資料ばかりで， 1• 2は床下層， 3は埋土中から出土した。

（児玉）

131号住居跡 （第241図）

130号住居跡を切って，その殆どが調査区外にのびる為詳細は不明である。埋土中よりスラッ

グが 2点出土している。 （児玉）

132号住居跡 （付固 4)

61号掘立柱建物北西側で検出し，農道下にその大半がのびる。不注意により図化していない。

出土遺物 （第242図）

土師器 (1) 1は埋土中から出土した破片資料で，他に図化しうるものはない。（児玉）
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